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 由布市告示第20号 

  平成22年第１回由布市議会定例会を次のとおり招集する 

     平成22年２月18日 

                                由布市長 首藤 奉文 

 １ 期 日  平成22年２月25日 

 ２ 場 所  挾間庁舎由布市議会議事堂 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

鷲野 弘一君         廣末 英德君 

甲斐 裕一君         長谷川建策君 

二ノ宮健治君         小林華弥子君 

髙橋 義孝君         新井 一徳君 

佐藤 郁夫君         佐藤 友信君 

溝口 泰章君         西郡  均君 

太田 正美君         佐藤  正君 

田中真理子君         利光 直人君 

久保 博義君         小野二三人君 

工藤 安雄君         生野 征平君 

佐藤 人已君         渕野けさ子君 

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

                    なし 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成22年 第１回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成22年２月25日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                        平成22年２月25日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸報告 

 日程第４ 市長の施政方針 

 日程第５ 請願の取下げの件について 

 日程第６ 請願・陳情について 

 日程第７ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第８ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第９ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて「平成２１年度由布市一般会計

補正予算（第６号）」 

 日程第10 議案第１号 和解及び損害賠償額の決定について 

 日程第11 議案第２号 由布市青少年健全育成条例の制定について 

 日程第12 議案第３号 由布市児童医療費助成に関する条例の制定について 

 日程第13 議案第４号 庄内町ふるさと定住マイホーム祝金条例の廃止について 

 日程第14 議案第５号 庄内町ゆたかなふるさと定住促進条例の廃止について 

 日程第15 議案第６号 由布市墓地、埋葬等に関する法律施行条例の全部改正について 

 日程第16 議案第７号 由布市行政組織条例の一部改正について 

 日程第17 議案第８号 由布市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 日程第18 議案第９号 由布市職員等の旅費に関する条例の一部改正について 

 日程第19 議案第10号 由布市使用料及び手数料条例の一部改正について 

 日程第20 議案第11号 由布市公民館条例の一部改正について 

 日程第21 議案第12号 由布市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 日程第22 議案第13号 由布市挾間健康文化センター条例の一部改正について 

 日程第23 議案第14号 由布市湯布院スポーツセンター条例の一部改正について 

 日程第24 議案第15号 由布市文化財保護条例の一部改正について 

 日程第25 議案第16号 由布市民運動場条例の一部改正について 
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 日程第26 議案第17号 由布市乳幼児医療費助成に関する条例の一部改正について 

 日程第27 議案第18号 由布市乙丸温泉館条例の一部改正について 

 日程第28 議案第19号 由布市消防手数料条例の一部改正について 

 日程第29 議案第20号 市道路線の認定（岳本湯の坪線）について 

 日程第30 議案第21号 竹田市と由布市との証明書等の交付等に係る事務の委託に関する協議

について 

 日程第31 議案第22号 平成２１年度由布市一般会計補正予算（第７号） 

 日程第32 議案第23号 平成２１年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第33 議案第24号 平成２１年度由布市老人保健特別会計補正予算（第２号） 

 日程第34 議案第25号 平成２１年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第35 議案第26号 平成２１年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 日程第36 議案第27号 平成２１年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第37 議案第28号 平成２１年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第38 議案第29号 平成２１年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第39 議案第30号 平成２１年度由布市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第40 議案第31号 平成２１年度由布市水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第41 議案第32号 平成２２年度由布市一般会計予算 

 日程第42 議案第33号 平成２２年度由布市国民健康保険特別会計予算 

 日程第43 議案第34号 平成２２年度由布市老人保健特別会計予算 

 日程第44 議案第35号 平成２２年度由布市介護保険特別会計予算 

 日程第45 議案第36号 平成２２年度由布市後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第46 議案第37号 平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計予算 

 日程第47 議案第38号 平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計予算 

 日程第48 議案第39号 平成２２年度由布市健康温泉館事業特別会計予算 

 日程第49 議案第40号 平成２２年度由布市公共下水道事業特別会計予算 

 日程第50 議案第41号 平成２２年度由布市水道事業会計予算 

 日程第51 議案第42号 由布市職員の給与に関する条例の一部改正について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 諸報告 



- 4 - 

 日程第４ 市長の施政方針 

 日程第５ 請願の取下げの件について 

 日程第６ 請願・陳情について 

 日程第７ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第８ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第９ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて「平成２１年度由布市一般会計

補正予算（第６号）」 

 日程第10 議案第１号 和解及び損害賠償額の決定について 

 日程第11 議案第２号 由布市青少年健全育成条例の制定について 

 日程第12 議案第３号 由布市児童医療費助成に関する条例の制定について 

 日程第13 議案第４号 庄内町ふるさと定住マイホーム祝金条例の廃止について 

 日程第14 議案第５号 庄内町ゆたかなふるさと定住促進条例の廃止について 

 日程第15 議案第６号 由布市墓地、埋葬等に関する法律施行条例の全部改正について 

 日程第16 議案第７号 由布市行政組織条例の一部改正について 

 日程第17 議案第８号 由布市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 日程第18 議案第９号 由布市職員等の旅費に関する条例の一部改正について 

 日程第19 議案第10号 由布市使用料及び手数料条例の一部改正について 

 日程第20 議案第11号 由布市公民館条例の一部改正について 

 日程第21 議案第12号 由布市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 日程第22 議案第13号 由布市挾間健康文化センター条例の一部改正について 

 日程第23 議案第14号 由布市湯布院スポーツセンター条例の一部改正について 

 日程第24 議案第15号 由布市文化財保護条例の一部改正について 

 日程第25 議案第16号 由布市民運動場条例の一部改正について 

 日程第26 議案第17号 由布市乳幼児医療費助成に関する条例の一部改正について 

 日程第27 議案第18号 由布市乙丸温泉館条例の一部改正について 

 日程第28 議案第19号 由布市消防手数料条例の一部改正について 

 日程第29 議案第20号 市道路線の認定（岳本湯の坪線）について 

 日程第30 議案第21号 竹田市と由布市との証明書等の交付等に係る事務の委託に関する協議

について 

 日程第31 議案第22号 平成２１年度由布市一般会計補正予算（第７号） 

 日程第32 議案第23号 平成２１年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第33 議案第24号 平成２１年度由布市老人保健特別会計補正予算（第２号） 
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 日程第34 議案第25号 平成２１年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第35 議案第26号 平成２１年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 日程第36 議案第27号 平成２１年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第37 議案第28号 平成２１年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 

 日程第38 議案第29号 平成２１年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第39 議案第30号 平成２１年度由布市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第40 議案第31号 平成２１年度由布市水道事業会計補正予算（第３号） 

 日程第41 議案第32号 平成２２年度由布市一般会計予算 

 日程第42 議案第33号 平成２２年度由布市国民健康保険特別会計予算 

 日程第43 議案第34号 平成２２年度由布市老人保健特別会計予算 

 日程第44 議案第35号 平成２２年度由布市介護保険特別会計予算 

 日程第45 議案第36号 平成２２年度由布市後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第46 議案第37号 平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計予算 

 日程第47 議案第38号 平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計予算 

 日程第48 議案第39号 平成２２年度由布市健康温泉館事業特別会計予算 

 日程第49 議案第40号 平成２２年度由布市公共下水道事業特別会計予算 

 日程第50 議案第41号 平成２２年度由布市水道事業会計予算 

 日程第51 議案第42号 由布市職員の給与に関する条例の一部改正について 

────────────────────────────── 

出席議員（22名） 

１番 鷲野 弘一君        ２番 廣末 英德君 

３番 甲斐 裕一君        ４番 長谷川建策君 

５番 二ノ宮健治君        ６番 小林華弥子君 

７番 髙橋 義孝君        ８番 新井 一徳君 

９番 佐藤 郁夫君        10番 佐藤 友信君 

11番 溝口 泰章君        12番 西郡  均君 

13番 太田 正美君        14番 佐藤  正君 

15番 田中真理子君        16番 利光 直人君 

17番 久保 博義君        18番 小野二三人君 

19番 工藤 安雄君        20番 生野 征平君 

21番 佐藤 人已君        22番 渕野けさ子君 

────────────────────────────── 
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欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 野上 安一君        書記 衛藤 哲雄君 

書記 馬見塚量治君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 首藤 奉文君   副市長 …………………… 清水 嘉彦君 

教育長 …………………… 清永 直孝君   総務部長 ………………… 吉野 宗男君 

総務課長 ………………… 工藤 浩二君   財政課長 ………………… 長谷川澄男君 

 総合政策課長 …………… 相馬 尊重君   会計管理者 ……………… 佐藤 利幸君 

産業建設部長 …………… 佐藤 省一君   健康福祉事務所長 ……… 秋吉 敏雄君 

環境商工観光部長 ……… 平野 直人君   環境課長 ………………… 溝口 博則君 

挾間振興局長 …………… 米野 啓治君   庄内振興局長 …………… 佐藤 和明君 

湯布院振興局長 ………… 佐藤 和利君   教育次長 ………………… 島津 義信君 

消防本部総務課長 ……… 平松十四生君   代表監査委員 …………… 佐藤 健治君 

────────────────────────────── 

○議長（渕野けさ子君）  開会前に、傍聴者の皆様にお願いいたします。 

 傍聴席では、携帯電話の電源をお切りになるか、マナーモードに設定していただきますようお

願いいたします。 

 なお、傍聴席横に掲示しております「傍聴規則」を厳守していただきますようお願いいたしま

す。 

 また、本日から議会中継を行うために、議場内に固定カメラを設置しております。あわせて技

術スタッフが常駐しておりますのでお知らせいたします。 

 なお、議場とテレビカメラの構造上、議員席と同時に傍聴者も映像として流れます。お顔を映

されること等に不都合のある方は、傍聴席入り口と傍聴席に掲示しております「議会中継に伴う

傍聴者の皆様へのお知らせ」の注意事項を御一読いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 開会前ではございますが、総務部長から申し入れがありましたので発言を許します。総務部長。 

○総務部長（吉野 宗男君）  皆さん、おはようございます。 

 本日、消防長が病気のため欠席をいたしております。かわりに消防の総務課長が出席いたして
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おりますので、よろしくお願いいたします。 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（渕野けさ子君）  おはようございます。すっかり春の気配を感じる陽気になってまいりま

した。平成２２年第１回定例会に当たり、私よりごあいさつを申し上げます。 

 まさに世相は世界中が注目しているバンクーバー冬季オリンピックが開幕し、市民の皆様も注

目の日々が続いていることでしょう。そのオリンピックの中で、カーリング競技が注目を浴びて

いるようですが、氷の上で勝負に向かう真剣なまなざし、技術力とともに精神力と女性としての

しなやかさや美しさを持つ選手たちに、同じ日本人として誇りに感じるのは私だけでしょうか。

きのうからはメダルの期待が高いフィギュア競技も始まりました。皆さんとともにアスリートた

ちの戦いに声援を送りたいものです。 

 また、大分県では県内一周駅伝も激走が続いており、市民の期待も大きいところですが、由布

市チームも前半が終わり、選手も懸命に頑張っております。後半戦に向け、市民の皆さんととも

に声援を送りましょう。 

 市内においてもさまざまな動きがございました。米海兵隊の実弾射撃訓練も２０日にすべてが

撤収し、市民の安心・安全に全力を挙げていただいた消防団湯布院方面隊や地元自治区などの関

係者並びに市職員各位に敬意を表したいと思います。 

 また、昨年の痛ましい野焼き時の災難に二度とこのようなことを繰り返さないようにと、火入

れ条例の改正が行われ、この改正を踏まえて野焼きを実施していただいている関係組合の役員さ

んの周到なる打ち合わせと指揮のもと、ことしは完璧に実施されたとお聞きいたしました。大変

御苦労さまでした。 

 ２月４日にはうれしい情報が発表されました。大分県農業賞の企業的農業経営の部で挾間の広

渡農園さんが優秀賞に輝きました。経営者の熊谷夕佳さんは、２４人のパートを雇用して、小ネ

ギの栽培をしており、「由布小ネギ」という由布ブランドでの受賞は市内の農家の皆さんの励み

になることと思います。受賞のお喜びを申し上げます。 

 さて、今定例会は平成２２年度の由布市の１年間の予算を決定する重要な定例会です。一般会

計の総予算案は１５６億４,０００万円が計上されているようです。対前年比較で、５.３％の増

額で、総合計画や行革を見据えた積極的かつ攻めの予算が計上されていることと思います。 

 由布市議会では、議会改革や開かれた議会を目指し、積極的に議員研修、研さん事業が展開さ

れていますが、今回実施された研修は、議員全員が参加する仕組みの研修で、２２日は熊本県の

水俣市の産業廃棄物処理施設が市民や行政そして議会のスクラムにより、進出業者が撤退をした

経過についての視察を挾間地域の協議会の皆さんと合同現地視察研修が行われたことは画期的な
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合同研修会でございました。 

 また、翌日は、阿蘇市におけるあの壮大に、阿蘇の自然景観の保全の仕組みやまちづくり支援

事業の視察は、職員のちょっとしたアイデアと知恵によっての財政運営やまちづくり事業が成果

を上げていることに議員一同感動したものでした。 

 一方、議会改革では議員定数の削減による大幅な議員報酬や各手当などの経費が前年比較で減

額を実行いたしました。 

 また、今定例会から開かれた議会を目指し、議会中継の映像がインターネット中継により、そ

の模様が全世界どこでもごらんになれることができるようになりますほか、テレビ中継も各庁舎

に放映されることになりました。 

 とりわけ、今定例会では新規条例の制定や改廃、一部改正も提案されているようです。 

 このような中、先般の全国議長会地方行政委員会の一員としての会議に出席した中で、国は

「地域主権戦略推進計画」を制定し、この推進計画に基づき、国と地方行政関係や財政の仕組み

の変化が具現化してくるようでございます。私たちの議会や行政が知恵を出しての行政運営が必

要になってきます。 

 由布市においても、雇用対策や子育て支援、教育対策に思い切った市民のための予算が計上さ

れているようでございます。市民の皆様の経済事情や市民生活は想像している以上に深刻なもの

がございます。市民ニーズに敏感に対応するべく積極的で前向きな議論を通じて、地域の自治を

大切にした住みよさ日本一のまちづくりに一歩でも進むことを念じての議論を深めていただくこ

とを御期待申し上げ、私の開会に当たってのあいさつといたします。 

 議長の日程報告は、お手元に配付の資料をごらんください。 

 なお、議事の進行等を勘案して、議案説明等は本会議では基本説明、各委員会では詳細説明で、

要領よく、特に本会議の説明は重複説明等がないように執行部にお願いいたします。 

 それでは、本定例会の招集者でございます市長のあいさつを受けます。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  皆さん、おはようございます。本日ここに、平成２２年第１回定例会を

招集いたしましたところ、公私ともに大変お忙しい中、議員全員の御出席をいただきましてまこ

とにありがとうございます。 

 開会に当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。 

 ２月とはいいながらまさに春の陽気を感じるきょうこのごろでございますが、二豊路に春を告

げる県内一周駅伝も開催されているところでございます。 

 議員各位におかれましては、１２月定例会以降、精力的に議員活動に精励されておられますこ

とに対して敬意を表す次第でございます。 

 さて、本定例会では、諮問案件２件、承認案件１件、平成２２年度一般会計予算を初めとして
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議案４２件などを提案いたしております。 

 また、追加提案といたしまして、議案１件、報告１件を予定をいたしているところでございま

す。 

 いずれも重要な案件でございますので、慎重なる御審議をお願い申し上げ、また、御賛同いた

だきますようお願い申し上げまして、開会に当たりましてのごあいさつとさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  ただいまの出席議員数は２２名です。定足数に達していますので、ただ

いまから平成２２年第１回由布市議会定例会を開会します。 

 執行部より、市長、副市長、教育長、各部長、各関係課長及び代表監査委員の出席を求めてい

ます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第１号により行います。 

 これから本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名について 

○議長（渕野けさ子君）  まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、７番、髙橋義孝君、８番、新

井一徳君の２名を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定について 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 本定例会の会期は、本日から３月１９日までの２３日間といたしたいと思います。御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から３月１９日

までの２３日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸報告 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３、諸報告を行います。 

 まず、議長報告については、前期定例会終了後から今期定例会開会までの分をお手元に資料と

して配付しておりますので、お目通しをいただき、報告とさせていただきます。 

 次に、市長の行政報告をお願いいたします。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  それでは、平成２１年第４回定例会以降の行政報告を申し上げます。 
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 まず、１２月２５日、ゆふ大学の終了式が湯布院公民館ホールで行われまして、２期目にかけ

る思いを述べさせていただいたところでございます。 

 次に、年末になって行われております、消防団の夜警巡視のため、１２月２８日に湯布院方面

隊、２９日に挾間方面隊を回り、団員を激励をいたしました。 

 年が明けまして１月４日に仕事始め式を行い、職員に対しまして、職員に対する評価が由布市

に対する直接の評価につながることを念頭に、これまで以上に市民サービスに努めてほしいと訓

示を行ったところでございます。 

 また、同日、はさま未来館で由布市新春互礼会を開催し、議員の皆さんを初め多くの市内各界

の代表に御参加をいただく中、今年にかける思いを語り合ったところでございます。 

 次に、１月６日、由布川幼稚園の落成式を行いました。総事業費２億４,０００万円、鉄骨

２階建てのすばらしい新園舎の完成によりまして、本年４月から、４歳児・５歳児各２学級の保

育へと移行することになり、就学前教育のさらなる充実が図られるものと考えております。 

 次に、１月１０日には平成２２年成人式がはさま未来館で開催され、今年度成人を迎えた

３９８人のうち、２７７人の成人者が出席し、新成人の門出を祝ったところでございます。 

 次に、１月１１日には由布院温泉旅館組合による「由布院温泉感謝祭」が行われ、参加させて

いただきました。日ごろ、由布院温泉に訪れるお客様と地域の皆さんへの感謝の気持ちを込めた

イベントということで、多彩な催しが用意され会場を埋め尽くした方々を楽しませてくれたとこ

ろでございます。 

 次に、１月１２日に大分・由布商工会広域協議会の行政懇談会に出席し、「今後の由布市のま

ちづくり」についてお話をさせていただきました。 

 次に、１月１４日、「豊の国かぼす大使会・大分かぼす会新年懇親パーティー」が大分市で開

催され、出席をいたしました。会場には広瀬知事をはじめ、県内市町村長や地元企業代表が集い、

意見交換を行い親交を深めたところでございます。 

 次に、１月１５日には、新春を飾る由布市消防団特別点検が挾間町中州賀グラウンドで行われ

ました。団員は、日々機械器具の点検を怠らず、訓練にもいそしんでおり、人員服装点検から放

水点検に至るまで、議員御観覧のとおり、極めて優秀でありました。由布市にとりまして、消防

団はまことに頼もしい限りでございます。 

 次に、１月１９日には、知事と市町村長との意見交換会が大分市で行われ、出席をいたしまし

た。広瀬知事より、大分県政のこれからについての講話があり、意見交換会においては、それぞ

れの市町村が抱える課題や展望などについて意見が交わされたところでございます。 

 次に、１月２０日には、国道２１０号線改修促進協議会の要望活動のため、福岡市の九州地方

整備局へ参りました。大分市長とともに、由布・大分市域の道路整備予算の確保と国道２１０号
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線４車線化の早期整備の対応を、九州地方整備局川上副局長、野口道路部長へ要望いたしたとこ

ろでございます。 

 次に、２月７日には、はさま未来館におきまして、ＮＰＯはさま未来クラブが主催する「由布

市協働のまちづくり市民交流会」が行われ、出席をいたしました。当交流会は、市や地域のため

に活動するたくさんの団体が集い、日ごろの活動の取り組みや成果について、楽しく語り合う場

となっております。 

 また、これからのまちづくりに不可欠な団塊パワーを輝かせる取り組みも行われており、由布

市にとりましても、これらのグループ、団体との連携を深めることで市民サービスをより向上で

きるものと思っているところでございます。 

 また、同日には「産廃処理施設建設反対運動総決起集会」が、はさま未来館におきまして開催

され、私も来賓として出席し、あいさつをさせていただきました。 

 私は、産業廃棄物を処理するための施設は必要なものではあるものの、挾間町の建設予定地に

は清流山王川があり、挾間地区民１万５,３００人の大半が命の水として利用している上水道の

大分川取水口の上流に流れ込んでおります。施設の劣化や破損等有事の際には、そこに居住する

市民に必ず大きな影響が及ぶことでありまして、「市民の健康・安心・安全」を預かる市長とし

て、かかる施設の建設を容認することは到底できるものではありません。議員皆さんを初め、市

民の皆さんとともに取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、同日、元由布院温泉観光協会会長中谷健太郎氏の観光庁長官表彰受賞を祝う会が湯布院

で開催され、私も参加をいたしました。今回の受賞は、地域特有の文化や資源を生かし、住民参

加により、全国有数の温泉地ゆふいんのまちづくりに寄与された功績によるものでございます。 

 ２月８日に、クアオルト研究室の小関信行博士をお迎えし、「クアオルト構想」について、そ

の講演会をクアージュゆふいんで開催いたしました。クアオルトにつきましては、既に４０年前

から湯布院町が取り組みを始めており、生活型観光地として名をはせる「ゆふいん観光」のこれ

まで、そして今後について有意義なお話をいただいたところでございます。 

 次に、２月１３日には、恒例の「県内一周大分合同駅伝大会」の結団式が湯布院公民館で行わ

れ、選手を激励いたしました。本年、この大会は既に２月２２日に大分合同新聞社前をスタート

し、昨日には庄内庁舎前を再スタート、最終日２６日の大分市役所に至るゴールまで、選手達は

全行程３８５.６キロ、３７区間を走り抜きますが、由布市チームの健闘を期待しているところ

でございます。 

 次に、２月１４日には「由布市生涯学習・社会教育振興大会」を庄内公民館で開催いたしまし

た。当日は、家庭教育支援のためのパネルディスカッションや、いわゆる「おやじの会」のネッ

トワークの取り組みが紹介されましたが、本大会が契機となり、今後、各地域における社会教育
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活動がますます充実、発展することを願っているところでございます。 

 次に、２月１８日には平成２２年第１回由布大分環境衛生組合定例会が行われ、管理者として

出席をいたしました。 

 次に、２月１９日には、別府市で開催されました「第１回おおいたツーリズムサミット」に出

席をいたしました。 

 観光庁の田端部長から、外客誘致、観光連携、休暇の分散という３つのワーキングチームによ

る観光立国推進の取り組みなど、「観光の方向性」についての講演があるとともに、会場のフー

ドコートにおいては、由布院のチーズやハム、ソーセージを紹介するブースが設けられ、人気を

呼んだところでございます。 

 次に、在沖縄米軍海兵隊実弾射撃移転訓練につきまして報告をいたします。 

 今回で通算７回目となります同訓練につきましては、昨年１２月１１日に、大分県庁で「米海

兵隊４者間協議」が行われ、その席で福岡防衛局からの訓練についての申し入れがあり、日出生

台演習場では４年ぶりとなる移転訓練となることから、「米海兵隊４者間協議」といたしまして、

１２月１７日に九州防衛局に対し、迅速詳細な情報伝達と最大限の安全対策、訓練の縮小、廃止、

短縮などの申し入れを行ったところでございます。 

 訓練につきましては、１月２２日に先発隊が、２４日には本体が到着し、１月２６日には米海

兵隊司令官らの訪問を受け、その折、私から司令官に対し、由布市湯布院町については静かな温

泉保養地であり、週末や祝日の訓練自粛と詳細かつ迅速な情報の公開をお願いをしたところでご

ざいます。 

 ２月３日には渕野議長初め、議員の方々とともに現地視察を行いましたが、くしくもこの日、

日出生台演習場りゅう弾砲の着弾地において、破片等による火災が発生いたしました。ヘリによ

る消火活動が行われ、１０分ほどで鎮火いたしましたが、今回の件は地域住民に与えた不安が大

きく、「米海兵隊４者間協議」といたしましては、２月４日に福岡防衛局に対して、原因究明と

再発防止を直ちに申し入れたところであります。 

 射撃訓練は２月１１日までの間に１０日間行われまして、米海兵隊は２月２０日に日出生台演

習場から撤収いたしたところであります。 

 次に、昨年１月から１２月までの１年間の消防本部の火災救急出動件数について、御報告を申

し上げます。 

 火災出動件数につきましては、挾間町１０件、庄内１５件、湯布院６件の計３１件でありまし

て、救急出動件数につきましては、挾間６２１件、庄内３８７件、湯布院５９１件、合計

１,５９９件となっております。前年対比で見ますと、火災出動件数は３件減少しましたが、救

急出動件数は４６件の増加となっているところでございます。 
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 最後に、５,０００万円以上の工事請負契約についてでございますが、該当はございません。 

 これ以外につきましては、配付いたしております資料をごらんいただきたいと思います。 

 以上をもちまして、私の行政報告といたします。 

○議長（渕野けさ子君）  市長の行政報告が終わりました。 

 次に、平成２１年第４回定例会において採択されました請願、陳情の処理の経過と結果につい

て、地方自治法第１２５条の規定により、執行部より報告を求めます。副市長。 

○副市長（清水 嘉彦君）  それでは、平成２１年第４回定例会におきまして採択されました請願

３件について、その後の処理経過、結果について御報告いたします。 

 請願受理番号１１、受理年月日、平成２１年１１月３０日、件名が、平成２２年度に予想され

る石城小学校の複式学級解消を求める請願でございます。 

 書いておりますように、複式学級解消のための市雇用臨時講師１名の配置を行うこととしてお

ります。 

 次に、受理番号１２、平成２１年１２月１０日受理年月日でございます。件名としましては、

湯平小学校の教員加配による複式学級解消を求める請願でございます。 

 これにつきましても、市雇用臨時講師１名の配置を行うこととしております。 

 請願受理番号１３、受理年月日、平成２１年１２月１５日、件名は、川西小学校の教員加配に

よる複式学級解消を求める請願でございます。 

 この件につきましても、市雇用臨時講師１名の配置を行うこととしております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  請願、陳情の処理の経過及び結果報告が終わりました。 

 次に、由布大分環境衛生組合議会の報告をお願いいたします。由布大分環境衛生組合議会議長

生野征平君。 

○由布大分環境衛生組合議会議長（生野 征平君）  それでは、由布大分環境衛生組合議会定例会

の報告をいたします。 

 平成２２年第１回由布大分環境衛生組合議会定例会を由布大分環境衛生組合会議室において、

平成２２年２月１８日午後２時から開催いたしましたので、その結果について御報告をいたしま

す。 

 会期は当日１日限りとし、報告１件、議案３件が上程されました。 

 報告第１号につきましては、平成２１年度定例監査報告であります。永松良雄監査委員より、

平成２２年２月５日に由布大分環境衛生組合において、定例監査を実施したとの結果報告があり、

予算執行状況・関係諸帳簿など適正・的確に処理され、正確に執行されているとの報告がありま

した。 
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 続いて、３議案が上程されました。 

 議案第１号由布大分環境衛生組合議会定例会条例の一部改正につきましての件であります。 

 この案件につきましては、定例会の開会する月を現在までの３月と１２月を２月と１１月に改

正するものであります。 

 続きまして、議案第２号平成２１年度由布大分環境衛生組合一般会計補正予算（第２号）であ

ります。 

 既定の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９２万４,０００円減額し、歳入歳出予算額

を歳入歳出それぞれ７億３,３０４万２,０００円とするものであります。 

 歳入では、清掃費負担金の確定による４０２万４,０００円の減額、諸収入の古紙買い取り料

等１１０万円の増額予算であります。 

 歳出では、一般管理費の３０万円減額、ごみ処理費の賃金と需用費で４１０万円の減額をして

おります。し尿処理費では、需用費と委託料で８００万円の減額をしております。 

 補正予算の報告は以上であります。 

 続きまして、議案第３号平成２２年度由布大分環境衛生組合一般会計予算であります。 

 平成２２年度歳入歳出予算額の総額は、歳入歳出それぞれ６億８,０６４万４,０００円とし、

前年対比４％の減額予算となっております。 

 主な歳入は、由布市・大分市の負担金６億４,８９９万６,０００円、使用料及び手数料

１,６３０万１,０００円、財産収入１１万５,０００円、繰越金見込み額１,５００万円、諸収入

２３万２,０００円の予算額となっております。 

 また、歳出では、議会費５８万８,０００円、総務管理費６,２４４万円、衛生費４億

８,１０２万３,０００円、公債費１億３,０５９万３,０００円、予備費６００万円になっており

ます。 

 各議案とも慎重審議の結果、原案のとおり可決されました。 

 以上、平成２２年第１回由布大分環境衛生組合議会定例会の報告を終わります。 

○議長（渕野けさ子君）  由布大分環境衛生組合議会の報告が終わりました。 

 次に、広域連合議会の報告をお願いいたします。大分県後期高齢者医療広域連合議会議員利光

直人君。 

○大分県後期高齢者医療広域連合議会議員（利光 直人君）  開会前に一言おわびを申し上げます。

先日、広域連合議会がありまして、熊本に行けませんでした。また、私が行かなくて静かでよか

ったと言われて方もおられまして大変幸いでした。 

 それでは、去る２３日午前１０時から大分市で行われました、平成２２年第１回大分県後期高

齢者医療連合議会の定例会の御報告をいたしたいと思います。皆さんのお手元に差し上げており
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ますんで、簡単に報告を申し上げたいと思います。 

 提出議案７件、請願１件で一般質問者は２名でございました。 

 議案の第１号は平成２１年度の一般会計の補正でございます。議案２号につきましては、

２１年度の特別会計の補正、３号議案につきましては、２２年度の一般会計予算、４号議案は、

同じく２２年度の特別会計の予算でございます。 

 あと、５号議案等については職員の給与の改定でございます。６号議案は保険料の条例の一部

改正でございます。７号議案につきましては、保険料の軽減措置を実施するための改正を行うも

のでございます。 

 総括して言えることは皆さん御承知のとおり、この連合議会、２００８年の４月１日に発足を

いたしまして、１年と１１カ月が経過していますが、民主党が政権をとられて平成２４年にこれ

を廃止するということになっておりますが、現在この改革会議が昨年の１１月に発足されまして、

毎月１回の会議で行われているそうでございまして、既に１月まで３回の会議が行われているそ

うでございます。これを秋口に中間発表をして最終的に２３年の１月、来年の１月、正式発表す

ると。それからどういう形になるかわかりませんけども、２３年度中に枠をつくりまして、

２４年の１年間をかけて、２５年の４月１日に新しく何らかの形でこれを発足するということを

現在では大分県広域連合のほうは中央から聞いている状況だそうでございます。 

 今後の成り行きを見ながらこの会議を進めていきたいと思っております。よろしくお願いいた

します。 

○議長（渕野けさ子君）  大分県後期高齢者医療広域連合議会の報告が終わりました。 

 次に、地方自治法第２３５条の２の規定による、例月出納検査の結果について、代表監査委員

より報告を求めます。佐藤代表監査委員。 

○代表監査委員（佐藤 健治君）  代表監査委員の佐藤です。報告を申し上げる前に大変申し訳ご

ざいません。報告の内容に誤記がございますので、ちょっと修正方お願いしたいと思います。 

 ２２年１月６日付の報告の内容でございます。下から２行目でございますが、「今後も粘り強

く未納対策を講じ、未集金の回収に努めるよう求めた」と。未集の「シュウ」が「集まる」にな

っておりますが、「収める」でございます。それと、２月５日の報告の内容でございますが、下

のほうになります。下から５行目ですが、「今後も公平性を確保するため未集金の回収に努力さ

れたい」、この「シュウ」も「収める」でございます。それと、下から２行目の字句も「未集

金」というところがやっぱり「収める」でございます。大変申しわけございません。おわび申し

上げます。 

 それでは、平成２２年第１回の定例会に今度例月出納検査の結果報告でございます。 

 まず、地方自治法第２３５条の２、第１項の規定によりまして、平成２１年１０月、１１月及
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び１２月の例月出納検査の結果を御報告申し上げます。 

 検査の対象は、会計管理者及び企業管理者の保管する月末の現金の在高及び出納状況でありま

す。 

 検査は、１１月２６日、同２７日、１２月２５日、１月２７日に行いました。 

 結果につきましては、検査資料の計数の諸帳票の計数と一致しており、適正に処理されてると

認められました。 

 水道課より水道料金の未納対策のため、滞納者２０名に対して、給水停止の措置を行うことを

通知し、１１名から問い合わせがあり、納付の約束を取りつけたものの、残る９名については音

信がなく、給水を停止しているとの報告を受けました。 

 今後も未収金の回収に努力するよう求めた次第です。 

 また、湯布院スポーツセンターをはじめ、湯布院健康温泉館等１１カ所において、現金実査を

行い、現地で確認をいたしました。いずれも適正に管理されておりましたので、御報告申し上げ

ます。 

 終わります。 

○議長（渕野けさ子君）  例月出納検査の結果報告が終わりました。 

 次に、閉会中の委員会の調査研修の結果について報告を求めます。産業廃棄物処理施設建設計

画調査特別委員長、西郡均君。 

○産業廃棄物処理施設建設計画調査特別委員長（西郡  均君）  それでは、当特別委員会のこれ

までの経過を報告いたします。 

 １１月１２日に、改選後の初議会で産廃処理施設調査特別委員会を設置させていただきました。

議長を除く挾間出身の議員７名、庄内と湯布院からそれぞれ２名ずつの合計１１人で構成してい

ます。第１回の委員会で私を委員長に、副委員長に工藤安雄議員を選出いたしました。 

 早速第２回の特別委員会を１１月２５日の午後１時から隣の４階の大会議室で行いました。こ

れまでの建設計画に関する経過について、環境課から説明を受けました。９月１７日に開発業者

が大分県に対して産廃処理施設建設の事前協議申請書を提出していたことは改選前の９月議会で

明らかになり、９月１８日の議会最終日、９月議会の最終日に議員全員で建設場所を確認したと

ころであります。 

 委員会では、この業者の事前協議にかかわって、県知事から照会文書が来ていることが問題と

なりました。単なる照会文書か、それとも県がこの開発の形式的審査の段階で、これを「適当」

と認め、由布市長の意見を求めている文書なのか、執行部でも意見が分かれていましたし、文書

の回答期限が１２月４日までとなっていることから、直ちに確認することにいたしました。 

 １２月１日の午後１時から第３回の特別委員会を同じ大会議室で行いました。問題の照会文書
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が、形式的審査の段階で「適当」と認め、由布市長の意見を求めている重要な文書であることが

報告されました。委員会としては、この建設計画に議会が反対していることを反映させるため、

委員会としての「建設反対決議」をその場で行いました。１２月８日から始まる本会議において

も開会初日に、特別委員会から由布市議会としての「建設反対決議」の提案をすることにいたし

ました。特別委員会に当日、挾間町の自治委員会の役員、それに後藤憲次谷地域づくり推進協議

会長にも出席していただき、これまでの経過と今後の取り組みについてもお聞きいたしました。

皆さんが言うには議会と力を合わせて何とか建設中止になるまで頑張りたいというふうに語って

おりました。 

 １２月１４日、本会議が始まる直前に、第４回特別委員会を行いました。副市長から意見書の

提出期間を１２月４日から１０日間延長してもらい、きょうの一般質問で市長が態度を表明した

後に、県に意見書を提出する予定であることが報告されました。また、同時に、１２月２１日に

挾間町の自治委員会の役員などが産廃処理施設建設反対の署名を県知事に提出するので、由布市

議会も議員もこれに加わり、議長から県知事に対して「建設反対決議」をお届けすることを確認

いたしました。 

 そして、年が明け、１月２６日の朝９時３０分に大分県の産廃対策課長名で西部開発に事前審

査の取下げの勧告を行ったということから、急遽１月２９日に第５回特別委員会を行いました。

環境課の説明では、事前に勧告文書が配付されたとの県の産廃対策課が誤解して、勧告文書存在

そのものを明確にしなかったと報告がありました。県に正式な文書の写しをいただくよう依頼い

たしました。また、議会として、水俣市に産廃の行政視察に行くが、その前に特別委員会でも大

分県内の産廃施設の状況と反対運動をやっている業者の進出を食いとめた豊後大野市を２月

１５日に視察することを決めました。 

 ２月１５日は、まず、大分市米良の東部開発の処理場を見学いたしました。社長から安定型と

管理型の施設が一望できる場所からそれぞれの特徴、また併設している粉砕施設や焼却施設につ

いての説明がありました。米良の施設が住宅団地や高校に隣接していることから、異臭や有害物

質の流出を防ぐために、持ち込みの産廃については徹底してチェックしていること。しかし、拒

否された運搬業者がそれらを県内のほかの施設、しかも安定型の処理場に持ち込んでいることも

公然の事実であることが報告されました。 

 続いて訪問した豊後大野市では、市役所庁舎正面に「産廃処理場に反対する」横断幕が掲げら

れていることにびっくりいたしました。議会の全員協議会室で反対運動の経緯についてお聞きい

たしました。生活環境部環境衛生課の担当者の説明によると、２００７年の３月、産廃業者が既

に処理場用地の９０％を買収していたとのことであります。その３月、予定地の小倉木自治区の

定期総会で処理場建設に反対意見が大勢を占め、反対決議を行ったことをきっかけに地元で反対
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協議会を立ち上げ、豊後大野市議会でも次の６月議会で反対決議が可決され、大野川流域の反対

協議会も設立されたようであります。また、地元の反対協議会がその周辺の土地を取得し、建設

予定地に侵入できなくなったことで業者が断念したようです。その後、翌年の３月議会で豊後大

野市は「水源保護条例」「環境基本条例」等を制定し、指定区域にはゴルフ場や産廃施設が建設

できないようにしたとのことであります。 

 なお、特別委員会としては由布市民が反対する中で、県が許可をしないという約束がない以上、

県の産業廃棄物行政そのものもまだよくわからない部分があり、引き続き調査研究する必要があ

ると考えております。 

 以上であります。 

○議長（渕野けさ子君）  以上で、閉会中の委員会の調査研修報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．市長の施政方針 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第４、市長の施政方針をお願いいたします。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  本日ここに、平成２２年第１回の由布市定例会の開会に当たりまして、

２２年度「当初予算案」並びに「諸議案」の御審議をお願いするに際しまして、市政運営につい

ての所信と施策の概要について申し述べ、議員各位の御理解と御協力を賜りたいと思います。 

 一昨年来の世界的経済危機の荒波は、国内経済はもとより地域経済にも大きな影響を与えてお

りまして、企業活動や雇用情勢が依然として厳しい状況にございます。 

 また、県内の経済情勢の基調判断も「持ち直しに転じつつある」から「足踏み感が見られる」

との下方修正がなされたところでございますが、一方、今年後半には持ち直しの動きが見られる

のではないかという見方もあるようで期待をしたいところでございます。 

 こうした状況を踏まえまして、国におきましては追加経済対策を盛り込んだ平成２１年度第

２次補正予算が先月の２８日に成立したところでございます。 

 市といたしましても、国の施策と連動しながら今回の補正予算と平成２２年度当初予算を一体

的にとらえ、切れ目のない予算執行に努めてまいる所存でございます。 

 地域経済の停滞は、市民の皆さんの日々の暮らしはもとより、市の財政運営の基盤でもありま

す税収の減少へとつながり、これまで以上の厳しい財政運営を余儀なくされることになってくる

ものと考えられます。 

 合併直後の財政の危機的状況につきましては、議員各位を初めとして市民の皆さんの御理解と

御協力の中で一定の改善が見られたところでございますが、合併１０年後の交付税の算定替えや

本格的な分権時代の到来を考えるときに、本庁舎方式をにらんだ組織人事のあり方の検討、行財

政改革や総合計画の見直し、合併後未整備であった社会基盤の整備・維持計画、地域の産業政策
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などの各分野における計画の策定など、由布市としての中長期的視点に立った行財政運営を行う

基礎づくりの年にしたいと考えております。 

 こうした厳しい状況だからこそ、次をにらんだ種まきをする時期でもあろうかと思います。今

回の予算編成に当たっては、「地産地消と観光振興」「国内外交流対策」「教育資質の向上」

「高齢化と限界集落対策」「子育て支援対策」の５つのテーマで特別枠を設け、予算計上を行っ

たところでございます。 

 また、こうした予算を具体化するための組織としては、現在、産業建設部に所属しております

契約管理課を管理部門の総合化の観点から、総務部に所管がえをするとともに、組織機構、人材

育成、職員管理、振興局と本庁舎のあり方を検討する人事職員課、スポーツを通じた青少年の健

全育成などを所掌する体育振興課の新設をはじめとして、産業廃棄物の問題に専門的に取り組む

廃棄物対策課または室の設置等を行うこととしております。 

 いずれにいたしましても、事業の推進に当たっては議員各位を初めとして、市民の皆さんとと

もに考え実行する中で、「地域自治を大切にした住みよさ日本一」のまちづくりに全力で取り組

んでまいります。 

 それぞれの取り組みの概要につきましては、総合計画の実施大綱別にその方針を述べさせてい

ただきます。 

 １点目の、教育・文化の充実についてでございますが、由布市の将来を担う子どもたちが、健

やかに、そして感性豊かに成長できるよう教育環境の整備に取り組んでまいります。 

 すべての子どもたちが夢を持ち自己実現を達成できるようにするために、授業の改善や家庭・

地域と連携した取り組みを推進するとともに幼・小・中の連携及び由布高校との連携を推進して

まいります。 

 また、由布市には毎年３０名余りの不登校生がいることから、予防的生徒指導──集団づくり

のことでございますが、教育相談の充実に取り組んでまいります。 

 また、行政関係組織が連携した「由布っ子特別支援ネットワーク」を組織して適切な支援をし

てまいりたいと考えております。 

 教育環境の整備についてでございますが、まず、由布市民に信頼される由布教育委員会の組

織・体制を築くことが大切であると考えております。そのためにも外部の知見を活用しながら、

教育委員会の権限に属する事務の点検・評価をさらに充実してまいりたいと思います。 

 また、平成２２年度は、星南小学校の西庄内小学校への統合があり、今後も学校規模の適正化

等で生じる新たな問題についても地域や保護者の方々と十分に協議をしながら対応してまいりた

いと考えております。 

 学校の耐震化につきましては、大切な子どもたちの尊い命を守るだけではなく、災害時には地
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域住民の応急的な避難場所としての役割も担っておりまして、現在進めております耐震調査を平

成２３年度までに完了させるとともに、結果を公表し適切な耐震化事業を進めてまいります。 

 耐震診断の結果、診断値の低い由布院小学校につきましては、本年度予算に新築工事費等を計

上いたしております。平成２２年度に着工し、２３年度に完成を予定しており、２３年の２学期

には供用を開始したいと考えております。 

 青少年の健全育成につきましては、家庭や学校、地域が一体となった教育体制を、公民館を初

めとした社会教育施設を拠点として構築してまいります。 

 また、市民の皆さんがいつでも気軽にスポーツを楽しんで、親しんでいただけるよう地域ス

ポーツの振興を図り、生涯スポーツ社会の実現を目指すため、「由布市スポーツ振興計画」を策

定するとともに快適で安全な施設整備を計画的に進めてまいります。 

 人権問題につきましては、同和問題やドメスティックバイオレンス等をはじめとするさまざま

な人権問題に依然として多くの課題が残る現状でありますので、「由布市人権教育・啓発推進計

画」に基づき、引き続き、一人一人の人権が尊重される地域社会づくりに取り組んでまいります。 

 ２点目の自然環境の保全と活用につきましては、地球規模での環境問題が深刻化していく中で、

私たち一人一人が身近なところから温室効果ガスを減らす努力をすることが大切であります。そ

して、無駄のない循環型社会を構築することが二酸化炭素の削減にもつながり、地球温暖化防止

にも貢献するものと考えております。 

 このためにも、地球環境時代に調和した環境づくりを目指し、循環型社会の推進施策として、

ごみの分別の徹底や地球温暖化対策協議会との連携をはじめとして、エコバック運動の推進を通

じて、自然環境の保全に努めてまいりたいと思います。 

 由布市には、由布岳や男池、由布川渓谷などに代表される多くの自然景観が存在し、市民の皆

さんや由布市を訪れる人の心にいやしをもたらしております。このような自然景観は私どもにと

りましても大切な財産であり、貴重な地域資源でもございます。すぐれた自然環境を守りながら、

未来の世代に継承していかねばなりません。 

 そのためにも、山桜日本一の里づくりや竹林の維持整備・森林の間伐の推進など関係する皆さ

んの御協力をいただきながら、保全に努めてまいりたいと思います。 

 なお、中止を予定しております「挾間町公共下水道事業」の代替案としての要綱の整備を行い、

助成をいたしてまいるとともに、跡地についても関係機関との協議を進めてまいります。 

 農業集落排水施設の維持管理の充実や合併浄化槽の推進を図り、河川環境の保全と快適な暮ら

しへの取り組みを進めてまいります。 

 ３点目の保健・福祉の充実についてでございますが、子どもから高齢者までが安心して暮らす

ことのできるよう保険や福祉・医療の連携による総合的なサービス提供が必要でありまして、支
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え合い、助け合い、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるまちづくりを進めてまいります。 

 子育て支援対策につきましては、保護者の労働形態や核家族化などの変化に伴って、保育環境

の整備や子育てに対する不安の解消に努めるとともに、将来を担う子どもたちの健やかな成長を

地域や家庭・学校で支援する体制づくりなど総合的な施策を展開してまいります。そのためにも、

「次世代育成支援行動計画」を基本として子育て世代のニーズにこたえ、安心して子どもを産み

育てられるような環境づくりに取り組んでまいります。 

 医療費の助成につきましては未就学児まででございましたが、小学校３年生まで枠を拡大する

とともに、乳幼児のヒブ（Ｈｉｂ）ワクチンの予防接種にも助成をいたしてまいります。 

 また、待機児童の解消に向けて本年度「はさま保育園」の改築工事を行い、子育て支援の充実

に努めてまいります。 

 懸案でもありました湯布院福祉センターの建設に本年度着工、着手しまして、平成２３年４月

の供用開始を目指し、福祉・保険サービスを充実さしていきたいと思います。 

 ４点目の観光・交流の促進についてでございますが、観光の振興につきましては、豊かな自然

や豊富な温泉、さらには地域のイベントや祭りを観光資源とした、滞在型の観光地づくりを目指

してまいります。 

 主な施策として、市内観光ネットワークの構築による循環型観光の推進をはじめとして、地域

の観光協会や関係団体への支援、観光宣伝事業による誘客の促進、広域観光や観光社会資本整備

などに取り組むとともに、由布市における観光の指針ともなります「由布市観光振興計画」を策

定して、訪れたいまち由布市を目指して、関係者と一体となった観光振興を進めてまいります。 

 国際交流につきましては、韓国から文化交流の招聘を受けておりまして、現地調査のための関

係者を派遣いたすこととしております。また、由布市における今後の国際交流のあり方について

調査検討する委員会を設置いたします。 

 次に、国内交流につきましては、引き続き東九州観光圏や九州３湯を初め「やまなみ観光協議

会」等と連携をいたして、イベントの開催や関東・関西等のマスコミ等の訪問による誘客の促進

に向けて取り組んでまいります。 

 平成２０年１０月に、「観光立国」の推進体制を強化するため、「観光庁」が創設されたこと

は既に御承知のことと存じますが、由布市にとりましても、「ゆふいん観光」の存在は大変重要

でありますことから、本年４月より観光庁に職員１名を派遣いたします。広い視野で観光推進政

策を学んで、由布市の観光振興に役立てていきたいものと考えております。 

 ５点目の生活・都市基盤の整備についてでございますが、由布市はこれまで由布岳や黒岳をは

じめとする緑の山々や大分川水系の清い流れなど、豊かな自然と調和しながら発展をしてまいり

ました。 
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 今後も計画的な土地利用を行っていくことは重要な課題でもあります。これまでの調査結果を

踏まえて都市計画マスタープランを策定いたします。 

 また、湯布院の「湯の坪街道周辺景観計画区域」に見られるような景観形成は地域に大きな役

割を果たしておりまして、他の地域にもそれぞれの地域の特性に応じた景観計画を策定し、良好

な景観形成を図ってまいりたいと考えております。 

 市民の皆さんの暮らしや社会経済活動を支える道路の整備は、地域振興の上で極めて重要であ

ることから、安全性や利便性にも配慮しながら、道路補修、離合所の設置等適切な維持管理を行

うとともに、市道の計画的な整備を促進するため道路整備計画を策定いたしまして、計画的な整

備を行ってまいります。 

 消防・防災についてでございますが、災害などから市民の生命や財産を守り、安全で住みよい

まちづくりを進めるため、消防施設や資機材の整備を図り、老朽化した消防ポンプ等の車両を計

画的に更新し、消防体制を強化いたしてまいります。そして、予防困難な自然対策に対しては、

日ごろからの備えに万全を期すとともに、職員の危機管理意識を高めながら、より効果的な防災

対策を講じてまいります。 

 市民の快適な暮らしを支えるライフラインとなります上水道につきましては、紫外線処理装置

を設置し水道水が汚染されないよう予防し、安全でおいしい水の安定供給に努めるとともに水道

事業の健全化に取り組んでまいります。 

 公共交通についてでございますが、高齢化社会や地球環境の面からも重要な役割を担っており

ますコミュニティバスやスクールバスのコースやダイヤ改正を行うなど、引き続き利用者の利便

性の向上に努めてまいります。 

 ６点目の産業振興についてでございます。 

 農業を取り巻く環境は、農業従事者の高齢化や担い手不足から山間地域を中心に農地が荒廃し、

有害鳥獣による被害も増加の一途をたどっておりますことから、集落営農組織の設立支援や経営

指導等を中心に、地域農業を守るための施策を展開いたします。 

 さらに、耕作放棄地対策として委員会を設置し、農地の有効利用のための事業に取り組んでま

いります。 

 林業につきましては、間伐の促進、林道の維持管理、徳用林産物の振興を行い、企業参画の森

などの事業や広葉樹の植林を推進いたします。 

 また、鳥獣害対策といたしましては、集落単位での防護柵の設置や個人の電気柵の設置を推進

いたします。 

 課題でもあります農業と観光の連携を図るための「地産地消」をはじめ、農産物のブランド化

を進めるため専属の職員を配置し、新規・重点事業として取り組んでまいります。 



- 23 - 

 中小企業者の支援につきましては、各商工会や関係団体等と連携を図り、商業の活性化を図る

とともに、中小企業者利子補給補助金の枠を拡大し、国の中小企業者セーフティネット資金等の

活用による支援を引き続き実施いたしてまいります。 

 また、安心できる消費生活対策といたしましては、高齢者や社会弱者をターゲットにした消費

者被害が年々増加いたし、手口も巧妙になっていることから、引き続き「消費生活相談員」を配

置し、関係機関と連携しながら相談窓口の充実を図ってまいります。 

 ７点目の住民参加・協働の促進についてでございますが、基本理念の一つでもございます「協

働」の実現は、私たち行政が多くの市民の皆さんに市政に参加しやすい環境を整備していくこと

にあると思います。 

 由布市住民自治基本条例の制定を受けまして、多くの市民の皆さんの意見をまちづくりに反映

していくために、「重要な計画」などをホームページや「市報ゆふ」などでの情報提供・提案募

集を行いまして、広く皆さんからの意見を募集しながら、住みよい、魅力にあふれたまちの実現

に向け取り組んでまいります。 

 また、地域づくりグループやＮＰＯとの連携をはじめ、「田舎で暮らしたい事業」や「小規模

集落支え合い事業」等による協働を推進いたします。 

 厳しい経済状況下におかれておりますが、雇用対策などに配慮し、一般会計では昨年度対比

５.３％増の予算編成を行ったところでございます。次代を担う子どもたちに、しっかりとこの

すばらしい由布市を引き継ぐことができるよう、全力でその責務を果たしてまいる所存でござい

ます。 

 議員各位をはじめ市民の皆さんの一層の御支援と御協力を心よりお願い申し上げまして、私の

所信とさせていただきます。 

○議長（渕野けさ子君）  市長の施政方針が終わりました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は１１時２０分といたします。 

午前11時10分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時21分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．請願の取下げの件について 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第５、請願の取下げの件についてを議題とします。 

 本件は、さきの平成２１年第４回定例会において、教育民生常任委員会に付託し、継続審査と

なっております、請願受理番号１０、介護予防サービス提供にかかわる「居宅介護支援事業所等



- 24 - 

における事務簡素化」に関する請願です。 

 今回、請願者からお手元に配付の写しの通り、厚生労働省において介護保険制度にかかわる書

類・事務手続きについて見直しが行われるようになったため、関係者と協議をした結果、本請願

を取下げる旨の申し出がありました。 

 お諮りします。ただいま議題となっております請願受理番号１０の取下げの件については請願

者からの申し出のとおり、これを承認することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  異議なしと認めます。よって、請願受理番号１０の取下げの件について

は、これを承認することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．請願・陳情について 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第６、請願・陳情についてを議題とします。 

 議会事務局長に請願・陳情の朗読を求めます。議会事務局長。 

○事務局長（野上 安一君）  お手元に配付しております２２年第１回由布市議会定例会請願文書

表に基づきまして朗読いたします。 

 請願者の住所、紹介議員の敬称等については略させていただきます。 

 受理番号１、受理年月日、平成２２年２月８日、件名、庄内町渕・野畑地区農道の市道編入に

係る請願、請願者住所、氏名、由布市庄内町渕○○○番地、渕５区自治委員武田信一、ほか１名、

紹介議員佐藤郁夫。 

 受理番号２、受理年月日、平成２２年２月１７日、件名、湯平ふれあいホール近接道路の市道

認定に関する請願について、請願者住所、氏名、由布市湯布院町湯平○○○番地○、湯平区長後

藤武文、ほか５名、紹介議員溝口泰章、廣末英德、髙橋義孝。 

 請願については以上でございます。 

 次に、陳情を朗読いたします。 

 平成２２年第１回由布市議会定例会陳情文書。 

 陳情者の氏名は敬称略させていただきます。 

 受理番号１、受理年月日、平成２２年２月１０日、件名、市有地（入会権用地）での、第６回

全国和牛能力共進会（平成４年１２月開催）会場跡地の採草補償費の支払いについて（陳情）、

陳情者住所、氏名、由布市湯布院町塚原○○○番地○、塚原財産管理委員長溝口哲生、ほか９名。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ただいまの請願受理番号１から受理番号２の請願２件及び陳情受理番号

１の陳情１件については、会議規則第１３４条の規定により、お手元に配付の請願文書表及び陳
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情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託します。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．諮問第１号 

日程第８．諮問第２号 

日程第９．承認第１号 

日程第１０．議案第１号 

日程第１１．議案第２号 

日程第１２．議案第３号 

日程第１３．議案第４号 

日程第１４．議案第５号 

日程第１５．議案第６号 

日程第１６．議案第７号 

日程第１７．議案第８号 

日程第１８．議案第９号 

日程第１９．議案第１０号 

日程第２０．議案第１１号 

日程第２１．議案第１２号 

日程第２２．議案第１３号 

日程第２３．議案第１４号 

日程第２４．議案第１５号 

日程第２５．議案第１６号 

日程第２６．議案第１７号 

日程第２７．議案第１８号 

日程第２８．議案第１９号 

日程第２９．議案第２０号 

日程第３０．議案第２１号 

日程第３１．議案第２２号 

日程第３２．議案第２３号 

日程第３３．議案第２４号 

日程第３４．議案第２５号 

日程第３５．議案第２６号 

日程第３６．議案第２７号 
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日程第３７．議案第２８号 

日程第３８．議案第２９号 

日程第３９．議案第３０号 

日程第４０．議案第３１号 

日程第４１．議案第３２号 

日程第４２．議案第３３号 

日程第４３．議案第３４号 

日程第４４．議案第３５号 

日程第４５．議案第３６号 

日程第４６．議案第３７号 

日程第４７．議案第３８号 

日程第４８．議案第３９号 

日程第４９．議案第４０号 

日程第５０．議案第４１号 

日程第５１．議案第４２号 

○議長（渕野けさ子君）  次に、本定例会に提出されました日程第７、諮問第１号人権擁護委員の

推薦につき意見を求めることについてから日程第５１、議案第４２号由布市職員の給与に関する

条例の一部改正についてまでの４５件を一括上程します。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長（首藤 奉文君）  それでは、提案理由の説明を申し上げます。 

 最初に、諮問第１号と諮問第２号人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、御説

明を申し上げます。 

 御手洗篤雄氏及び平野薫則氏が平成２２年６月３０日をもって、３年の任期が満了いたします。 

 諮問第１号で平野薫則氏の再任を、諮問第２号で篠田安則氏を新たに人権擁護委員に推薦いた

したく、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、議会の意見を求めるものであります。 

 なお、推薦者２名の略歴につきましては、議案に添付しておりますので御説明を省略させてい

ただきます。 

 次に、承認第１号平成２１年度由布市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認を求める

ことについてでございます。 

 今回の補正は、消防副士長の佐藤一起氏が殉職されたことに伴い、県消防補償等組合から賞じ

ゅつ金が授与されることから御遺族の心情を察し、早期にお渡しすることが適切であると判断し、

１２月２５日付で地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分をいたしたものでござい
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ます。 

 次に、議案第１号和解及び損害賠償額の決定についてでございます。 

 このたび、市が設置しました休憩用ベンチの管理瑕疵によりまして、負傷させ損害をこうむら

せた件について、和解を成立させ損害賠償額を決定するに当たり議会の議決が必要なため、上程

するものでございます。 

 次に、議案第２号由布市青少年健全育成条例の制定についてでございます。 

 青少年の健全な育成に関する基本理念及び関係者の責務を明らかにするなど、市民総意による

青少年健全育成の取り組みを行うために条例を制定するものであります。 

 次に、議案第３号由布市児童医療費助成に関する条例の制定についてでございます。 

 現行制度の乳幼児医療費につきましては、就学前児童に対し、医療費の助成を行っております

が、疾病の早期発見と治療の促進による健康の向上を図る目的で、医療費の助成枠を小学校３年

生まで拡大するものであります。 

 次に、議案第４号庄内町ふるさと定住マイホーム祝金条例を廃止することについてでございま

すが、この条例は旧庄内町にみずから居住するための住居を取得したものに、マイホーム祝金を

贈ることにより、町内の定住促進と町外からの居住の奨励を図ることを目的として施行されたも

のでありますが、５年間の経過措置の満了に伴い、条例を廃止しようとするものでございます。 

 次に、第５議案庄内町ゆたかなふるさと定住条例の廃止についてでございます。 

 この条例も旧庄内町に定住する意思のある者に対し、奨励金の支給を行うことにより、定住を

促進し、町の発展に寄与することを目的として施行されましたが、５年間の経過措置期間の満了

に伴い、廃止しようとするものでございます。また、あわせて、この条例廃止に伴い、関連する

由布市定住化基金条例の廃止を附則において行うものでございます。 

 次に、議案第６号由布市墓地、埋葬等に関する法律施行条例の全部改正についてでございます

が、主な改正内容といたしましては、墓地等の経営者に係る基準の明確化や設置場所の基準の見

直しを行うとともに、墓地等の計画者に対し、計画の事前協議や関係住民等への説明等を義務づ

けることにより、相互理解の促進と周辺環境の調和を図ることを目的として改正しようとするも

のでございます。 

 次に、議案第７号由布市行政組織条例の一部改正についてでございます。 

 今回の改正は、現在産業建設部に属しております契約管理課を議会の委員会構成にあわせて、

総務部へ移行しようとするものでございます。 

 次に、議案第８号由布市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてでございま

すが、今回の改正は労働基準法の改正に伴いまして、時間外勤務代休時間制度を新たに設けよう

とするものでございます。 
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 次に、議案第９号由布市職員等の旅費に関する条例の一部改正についてでございます。 

 今回の改正は、職員の派遣及び出向に伴う移転のための旅費を支給しようとするためのもので

ございます。 

 次に、議案第１０号由布市使用料及び手数料条例の一部改正についてでございますが、道路運

送車両法第３４条第２項の規定に基づく臨時運行許可証の交付事務取扱に伴う申請手数料を追加

しようとするためのものでございます。 

 次に、議案第１１号由布市公民館条例の一部改正についてでございますが、庄内公民館の所在

番地が合筆により変更されていたものを訂正しようとするものでございます。 

 次に、議案第１２号由布市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正についてでござい

ますが、議案第１１号と同様に市立図書館庄内分館の所在番地の訂正と図書館への入館制限、損

害賠償を明確にするために改正しようとするものでございます。 

 次に、議案第１３号由布市挾間健康文化センター条例の一部改正についてでございますが、由

布市立図書館の名称変更の際に改正していなかったものを訂正するため、改正しようとするもの

でございます。 

 次に、議案第１４号由布市湯布院スポーツセンター条例の一部改正についてでございます。 

 湯布院スポーツセンターの利用料金は、これまで半日、１日単位とされておりましたが、不公

平を解消するため、今回１時間単位の料金設定に改正しようとするものでございます。 

 改正後の利用料金につきましては、別府の実相寺グラウンド、中津禅海グラウンドの料金を参

考に設定をいたしております。 

 次に、議案第１５号由布市文化財保護条例の一部改正についてでございます。 

 文化財保護法の改正に伴い、改正しようとするものであります。 

 次に、議案第１６号由布市民運動場の条例の一部改正についてでございますが、議案第１１、

１２号と同様に庄内公民館グラウンドの所在番地の訂正と由布市民運動場利用料の一部見直しを

行うため改正しようとするものでございます。 

 また、若杉運動場につきましては、現在、運動場としての利用がなされていないことから、市

民運動場条例から削除しようとするために改正するものでございます。 

 次に、議案第１７号由布市乳幼児医療費助成に関する条例の一部改正についてでございますが、

乳幼児医療費の助成は就学前児童に助成をしておりますが、入院等による高額な医療費に対する

保護者負担の軽減を図るため、助成上限額を見直し、就学前児童への一律な助成を行うため、改

正しようとするものでございます。 

 次に、議案第１８号由布市乙丸温泉館条例の一部改正についてでございます。 

 今回の改正は、施設の設置目的と施設利用料の改正を行うものでありまして、設置目的につき
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ましては、利用実態に合わせた地域住民や観光客などの憩いや交流の場とするものであります。

また、施設利用料につきましては、観光客を含む一般入浴者の入浴料を新たに設けるために改正

しようとするものであります。 

 次に、議案第１９号由布市消防手数料条例の一部改正についてでございます。 

 今回の改正は、火薬取締法に係る事務の一部を県から市へ権限委譲することについて協議が整

い、大分県の事務処理の特例に関する条例の改正が行われ、火薬類譲渡等の許可手数料収入が由

布市に発生するために改正しようとするものであります。 

 次に、議案第２０号市道路線の認定についてでございます。 

 本議案は市道認定の請願採択に伴う認定案件であり、現在地元が管理している里道延長

３５２.６メートルを市道岳本湯の坪線として認定しようとするものであります。道路法第８条

第２項の規定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、議案第２１号証明書等の交付等に係る事務の委託に関する規約の協議についてでござい

ます。 

 県内での広域窓口サービスの拡大を図るため、平成２２年７月１日から新たに竹田市と相互に

事務委託を行うとするものでありまして、地方自治法第２５２条の１４第３項の規定により議決

を求めるものであります。 

 次に、議案第２２号平成２１年度由布市一般会計補正予算について御説明を申し上げます。 

 今回の補正は歳入歳出それぞれ１億１,９５８万９,０００円を追加し、予算総額を１６５億

５,９６３万６,０００円にお願いするものでございます。 

 予算の概要につきましては、今年度の事業において見込がほぼついたことによる調整分と、新

政権による緊急経済対策として、地域活性化きめ細かな臨時交付金が国の平成２１年度第２次補

正予算において創設されたことから、これに係るものが主なものとなっております。 

 なお、この臨時交付金の計上に伴いまして、繰越明許費が例年になく多くなっている状況でご

ざいます。 

 まず、歳入でございますが、国庫支出金の増額が顕著でありまして、内訳といたしまして、き

め細かな臨時交付金やＳＡＣＯ予算追加に係る特定防衛施設周辺整備事業補正予算などが主なも

のであります。 

 次に歳出でございますが、今回のきめ細かな臨時交付金はこれまでの交付金と違い、公共施設

の修繕に係る事業も対象とされていることから、庁舎、学校施設、公民館等の整備や林道、市道

の道路整備事業に充当しているところでございます。 

 その他の事業といたしましては、由布市土地開発公社から下湯平幸せの湯周辺整備事業として

の用地購入費、さらには防災情報通信整備事業などが主なものとなっております。 
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 次に、議案第２３号平成２１年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について御

説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算にそれぞれ５,１０３万１,０００円を追加し、予算総額を４１億

５,０３６万５,０００円にお願いするものでございます。 

 歳入につきましては、国庫支出金の療養給付費等負担金の変更申請に伴う減額と、普通調整交

付金の見込による増額が主なものでありまして、歳出につきましては、保険給付費における一般

被保険者等療養給付費等の増額が主なものでございます。 

 次に、議案第２４号平成２１年度由布市老人保健特別会計補正予算（第２号）について御説明

申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算にそれぞれ２,３０７万２,０００円を減額し、予算総額を

３,６６０万１,０００円にお願いするものでございます。 

 歳入につきましては、歳出に伴う財源の減額が主なものでございまして、歳出につきましては、

医療費諸費における医療給付費等の見直しによる減額が主なものでございます。 

 次に、議案第２５号平成２１年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号）について御説明

を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算にそれぞれ９,７５１万５,０００円を増額し、予算総額を３３億

３,８２６万１,０００円にお願いするものでございます。 

 歳入につきましては、国庫支出金、支払基金交付金の減額及び保険料、県支出金、財産収入、

繰入金、諸収入の増額をするもので、歳出につきましては、総務費の減額、介護給付費の調整及

び基金積立金を増額するものでございます。 

 次に、議案第２６号平成２１年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

御説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算にそれぞれ１,０６３万６,０００円を減額し、予算総額を３億

６,８２５万５,０００円にお願いするものでございます。 

 歳入につきましては、後期高齢者医療保険料の調定額の見直しによる減額が主なものでござい

まして、歳出につきましては、保険料の調定額の減額に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の減

額が主なものでございます。 

 次に、議案第２７号平成２１年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について御

説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算にそれぞれ４９３万３,０００円を減額し、予算総額を２億

７,１３２万３,０００円にお願いするものであります。 

 歳入の主なものといたしましては、基金繰入金の減額でありまして、歳出につきましては、総
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務管理費の委託料等の確定による調整が主なものでございます。 

 次に、議案第２８号平成２１年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）につい

て御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算にそれぞれ１万円を追加し、予算総額１億２,０８３万４,０００円

にお願いするものでございます。 

 歳入につきましては、基金利子でありまして、歳出につきましては、その基金利子を基金に積

み立てるものでございます。 

 次に、議案第２９号平成２１年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第３号）について

御説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、歳入歳出予算にそれぞれ１３６万６,０００円を減額し、予算総額を１億

４,０９７万円にお願いするものでございます。 

 歳入につきましては、主として一般会計からの繰入金を減額するものであり、歳出につきまし

ては、社会保険料等の一般管理費を減額し、施設管理費を増額するものでございます。 

 次に、議案第３０号平成２１年度由布市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算にそれぞれ２,０００円増額し、予算総額を１,１６７万

４,０００円にお願いするものであります。 

 内容といたしましては、公共下水道基金利子を積み立てるものでございます。 

 議案第３１号平成２１年度由布市水道事業会計補正予算（第３号）について御説明を申し上げ

ます。 

 今回の補正は、収益的予算では決算見込によるものであります。 

 主なものといたしましては、収益的収入といたしまして、給水収益の水道料金の減額と一般加

入負担金の増額であり、収益的支出につきましては、営業費用での動力費の減額でございます。 

 資本的予算では、主なものといたしまして、資本的収入の一般会計補助金の減額であり、資本

的支出では、委託料と請負工事費の入札減によるものと、平成２２年度への組替による減額でご

ざいます。 

 次に、議案第３２号平成２２年度由布市一般会計予算当初予算について御説明を申し上げます。 

 平成２２年度由布市一般会計予算の総額は１５６億４,５３０万円となり、前年度当初予算と

比較しますと７億８,５１０万円、率にいたしまして５.３％の増となっております。 

 施政方針でも申し上げましたが、総合計画の基本理念の融和・協働・発展を念頭に置きながら、

まちづくり基本方針に基づき、総合計画や行財政改革の実施計画との整合性、事業の妥当性、効

率性等を事務事業評価制度により評価検討し、７つの提言における重点施策を設け予算編成をい
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たしたところでございます。 

 まず、歳入についてでございますが、市税においては、いまだ景気が回復しておらず税収の大

幅な減額が予測される中、本市においては小幅な減少にとどまっております。 

 地方交付税につきましては、政府予算案では前年度よりも増額となっておりますが、この増額

分が一律に地方自治体に交付されるものでないことから、前年度よりも微増で見込んでいるとこ

ろでございます。 

 国庫支出金につきましては、前年度よりも増額となっておりますが、この要因は子ども手当の

新設等によるものであります。 

 繰入金につきましては、財政調整基金からの繰入金を極力抑えまして、市債では実質的な交付

税とされる臨時財政対策債を政府予算案どおり増額したところでございます。 

 その他の歳入状況につきましては、地方消費税交付金等が減額、県支出金や諸収入等が増額と

なっております。 

 次に、歳出でございますが、重点施策とした事業の中で主なものを申し上げますと、地産地消

と観光振興では農官連携地産地消推進事業費、お買物券発行事業補助金等を、国内外交流対策で

は友好都市推進事業や大学との連携協力推進事業を、学力向上のための教育振興では臨時講師等

による学力向上事業や中高一貫スクールバス運行事業を、高齢化小規模集落対策では地域の特性

を生かすまちづくりを推進事業として、田舎で暮らしたい事業や小規模集落支え合い事業を、子

育て支援対策では対象者を小学校３年生までに拡大した児童医療費助成対策事業等を計上いたし

たところでございます。 

 この他の状況といたしましては、再度の給料５％カット実施や繰上償還により人件費や公債費

が減となり、扶助費や道路新設改良事業が増額となっております。また、福祉センター建設事業

や由布院小学校改修事業等が新規事業として計上しているところでございます。 

 次に、議案第３３号平成２２年度由布市国民健康保険特別会計予算について御説明を申し上げ

ます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は４０億３,９６３万３,０００円、対前年度当初予算比

０.９％の増となっております。 

 歳入につきましては、国民健康保険税、国庫支出金前期高齢者交付金等が主なものでございま

して、歳出につきましては、保険給付費、後期高齢者支援金等が主なものでございます。 

 次に、議案第３４号平成２２年度由布市老人保健特別会計予算について御説明申し上げます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は３６１万８,０００円、対前年度当初予算比８８.４％の減

となっております。これは、平成２０年度から後期高齢者医療制度が創設されたことに関連する

医療費精査に伴う減額によるものでございます。 



- 33 - 

 次に、議案第３５号平成２２年度由布市介護保険特別会計予算について御説明申し上げます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は３３億２,４７２万９,０００円、対前年度当初予算比

３.４％の増額となっております。 

 内容につきましては、主に給付費の増によるものでございます。今後とも、第４期介護保険事

業計画に基づき、円滑かつ適正な介護保険サービスの提供及び保健運営を図ってまいりたいと考

えております。 

 次に、議案第３６号平成２２年度由布市後期高齢者医療特別会計予算について御説明申し上げ

ます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は３億７,６８４万４,０００円、対前年度当初予算比

０.６％の増となっております。歳入歳出ともに昨年度並みの額であり、これは後期高齢者医療

保険料の率等の据置及び保険料の軽減措置がさらに継続されることによるものであります。 

 次に、議案第３７号平成２２年度由布市簡易水道特別会計予算について御説明申し上げます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は１億９,５９４万５,０００円、対前年度当初予算比

３３.６％の減額となっております。予算総額が減額となりましたのは、主に総務管理費の委託

料と請負工事費の減額及び起債の平成２１年度繰上償還に伴う減によるものであります。 

 次に、議案第３８号平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計予算について御説明を申し

上げます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は１億９０４万２,０００円で、対前年度当初予算比

１３.９％の減額となっております。予算総額が減額となった理由につきましては、機能強化対

策事業の不明水調査や流量調査、システム改修などが平成２１年度事業において実施されたこと

によるものであります。 

 次に、議案第３９号平成２２年度由布市健康温泉館事業特別会計予算について御説明申し上げ

ます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は１億４,０９８万３,０００円、対前年度予算対比０.６％

の減額となっております。これは、主に公債費の償還利子の減額によるものであります。 

 次に、議案第４０号平成２２年度由布市公共下水道事業特別会計予算について御説明申し上げ

ます。 

 平成２２年度の歳入歳出予算総額は１,１０９万８,０００円、対前年度当初予算比５.３％の

減額となっております。 

 歳入の主なものは一般会計からの繰入金で、歳出の主なものは公債費の償還金であります。 

 次に、議案第４１号平成２２年度由布市水道事業会計予算について御説明申し上げます。 

 収益的収入及び支出を、それぞれ５億２３６万３,０００円といたすものであります。収益的
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予算では、一般加入負担金と一般会計補助金の増により、対前年度当初予算比０.７％の増とな

っております。 

 また、資本的予算では資本的収入総額を２億７２３万円とし、資本的支出では国庫補助事業対

象の湯布院上水道紫外線設備設置工事等の請負工事費２億２,０８５万３,０００円と、企業債償

還金１億３,７２０万１,０００円が主なものでございます。また、収入額が支出額に対して不足

する１億８,１６０万１,０００円につきましては、減債積立金１,０００万円、過年度分損益勘

定留保資金１億７,１６９万１,０００円で補てんするものでございます。 

 次に、議案第４２号由布市職員の給与に関する条例の一部改正についてでございますが、今回

の改正は労働基準法の改正に伴い、時間外勤務手当の支給割合を変更することと、国の機関への

派遣職員に対する手当等を改正するものでございます。 

 以上でございます。慎重に御審議をいただきまして、御協賛いただきますようお願い申し上げ

まして、提案理由とさせていただきます。 

○議長（渕野けさ子君）  市長の提案理由の説明が終わりました。 

 次に、ただいま上程されました各議案について詳細説明を求めます。 

 まず、日程第７、諮問第１号及び日程第８、諮問第２号の人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについての２件について、続けて詳細説明を求めます。総務部長。 

○総務部長（吉野 宗男君）  総務部長でございます。諮問第１号の詳細説明をさせていただきま

す。 

 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。下記の者を人権擁護委員に推薦したい

ので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求める。記。住所、大分県由布市

挾間町赤野７０７番地５。氏名、平野薫則。生年月日、昭和１６年３月２１日生まれ。平成

２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由につきましては、人権擁護委員の任期が平成２２年６月３０日をもって満了となり、

再任の推薦をしたいためでございます。 

 次ページに経歴等を記載いたしております。 

 次に、諮問第２号でございます。主文は省略をさせていただきます。記。住所、大分県由布市

庄内町野畑３１６番地。氏名、篠田安則。生年月日、昭和２３年１月３１日生まれ。平成２２年

２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由でございますけども、人権擁護委員の任期が平成２２年６月３０日をもって満了とな

り、新たに人権擁護委員として推薦をしたいためでございます。 

 履歴につきましては裏面に掲載をいたしています。 

 よろしくお願いいたします。 
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○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第９、承認第１号専決処分の承認を求めることについて「平

成２１年度由布市一般会計補正予算（第６号）」について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（長谷川澄男君）  財政課長の長谷川です。それでは、承認第１号専決処分の承認を求

めることについて詳細説明をさせていただきます。 

 まず、１ページ目でございますが、地方自治法第１７９条第１項の規定により、平成２１年度

由布市一般会計補正予算（第６号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により

これを報告し承認を求める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 次をお開きください。次が専決処分書でございますが、下記の件について、地方自治法第

１７９条第１項の規定により、議会の議決すべき事件について、特に緊急を要するため議会を招

集する時間的余裕がないことが明らかであると認め専決処分するということで、平成２１年度由

布市一般会計補正予算（第６号）についてでございます。 

 理由としましては、賞じゅつ金の認定に伴い早期に支給を行う必要が生じたためでございます。 

 では、予算のほうの説明をさせていただきます。 

 平成２１年度由布市一般会計補正予算（第６号）は次に定めるところによるということで、ま

ず歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１,３６０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６４億４,００４万

７,０００円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出の金

額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２１年１２月２５日専決、由布市長。 

 歳入歳出予算の事項別の明細について御説明をさせていただきます。５ページをお開きくださ

い。 

 ５ページが歳入ということで、２１款の諸収入５項の雑入ということでございます。この中で、

雑入、消防本部ということで１,３６０万円増額となっております。これを、県の消防補償等組

合から賞じゅつ金をいただいたということで、雑入でこれを受けまして、次の６ページに歳出ご

ざいますが、９款の消防費の１項消防費１目常備消防費の中で、報償費ということで賞じゅつ金

を歳入と同額の分を支出したという内容でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ここで暫時休憩いたします。再開は１３時からとなります。 

午後０時02分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開します。 
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 次に、日程第１０、議案第１号和解及び損害賠償額の決定について詳細説明を求めます。総務

課長。 

○総務課長（工藤 浩二君）  総務課長です。それでは、議案第１号和解及び損害賠償額の決定に

ついて詳細説明を申し上げます。 

 市有物件の管理瑕疵に伴う事故の損害賠償に関し、和解及び損害賠償額を決定することについ

て、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものであります。平成２２年

２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由。市が設置した休憩用ベンチの管理瑕疵により、負傷させ損害をこうむらせた件につ

いて、和解を成立させ損害賠償額を決定するに当たり議会の議決が必要なためでございます。 

 裏面をお願いをいたします。和解及び損害賠償額の決定についてでございます。 

 市有物件の管理瑕疵に伴います事故の損害賠償に関し、次の当事者間において和解条件のとお

り和解され成立させ、損害賠償額を決定をするものでございます。 

 当事者といたしまして、甲として由布市長、乙として大分市葛木○○○番地の○○、○○○○。 

 次に、和解条件といたしまして、この事故につきましては平成２１年１２月１３日午後５時半

ごろ湯布院町川南２６番地６において、市が設置をした休憩用ベンチが老朽化で撤去をされまし

たが、その際にベンチだけ撤去し、基礎部分のとめ金具ついたそのまま放置をしていたという状

況で、市の管理瑕疵でございます。そこに、乙が通行中にそれに足がつまづきまして負傷したと

いう事故でございます。 

 この中で、甲、由布市長は乙に対して、本件事故に関する一切の損害賠償金として金２７万

３,４００円を乙に支払うということと、本件和解が、甲乙間に対しては今後一切の債権関係は

ないことを確認するという和解の内容でございます。 

 損害賠償額につきましては２７万３,４００円ということでございます。 

 なお、この損害賠償金の２７万３,４００円につきましては、全国市長会市民総合賠償補償保

険から全額補てんをされるものであります。 

 以上であります。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１１、議案第２号由布市青少年健全育成条例の制定につい

て詳細説明を求めます。教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。議案第２号の詳細説明を行います。 

 議案第２号由布市青少年健全育成条例の制定について。由布市青少年健全育成条例を次のよう

に定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由。青少年の健全育成に資する取り組みを市民が総力を上げて推進するため。ページを

お開きください。 
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 本条例は、青少年の健全育成の取り組みを市民総意で行うために制定いたしたいもので、市民

会議の大会宣言を前文とし、全９条で構成するものでございます。 

 第１条では目的、第２条では定義、第３条では基本理念を規定しております。第４条から第

７条におきましては、市、家庭、学校関係者、地域社会のそれぞれの責務を規定しており、また

第８条では青少年みずからの努力規定を設けております。最後に、第９条で市民会議の法的根拠

を規定をしております。 

 附則といたしまして、施行日は本年４月１日といたしたいものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１２、議案第３号由布市児童医療費助成に関する条例の制

定について詳細説明を求めます。健康福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（秋吉 敏雄君）  健康福祉事務所長でございます。議案第３号の説明をいた

します。 

 由布市児童医療費助成に関する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市

長。 

 提案理由としまして、児童にかかわる医療費を助成することにより、疾病の早期発見と治療を

促進し健康の向上を図るためでございます。 

 次のページをごらんください。この条例につきましては、１条から９条で構成をしてございま

す。この児童医療費助成につきましては、乳児医療費の助成を小学校３年生までに助成対象年齢

を拡大することの条例でございます。 

 この助成につきましては、市長の重点課題の子育てのしやすい環境整備支援の小学生低学年の

医療費の助成でございます。 

 条例の内容としまして、先ほど申しました９条で成り立ってございまして、第５条の一部負担

金の自己負担の内容につきましては、医療費の３割が自己負担であり、その負担額を１診療１日

につき５００円の負担をすると定めて、その医療費の負担額が超える額を助成をするものでござ

います。 

 ただし、１診療が４日を超えると自己負担を全額補助するということでございます。入院の場

合、１４日までは５００円の自己負担が生じ、１４日以降は全額補助をするものでございます。 

 第６条の助成の方法では、申請方式の償還払いとし、申請は診療月の翌月から１年以内として

ございます。 

 附則としまして、この条例は平成２２年４月１日から施行するというものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１３、議案第４号庄内町ふるさと定住マイホーム祝金条例
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の廃止について及び日程第１４、議案第５号庄内町ゆたかなふるさと定住促進条例の廃止につい

ての２件について、続けて詳細説明を求めます。庄内振興局長。 

○庄内振興局長（佐藤 和明君）  庄内振興局長です。議案第４号と５号について説明申し上げま

す。 

 議案第４号庄内町ふるさと定住マイホーム祝金条例の廃止について、庄内町ふるさと定住マイ

ホーム祝金条例（平成１３年庄内町条例第４号）は廃止する。平成２２年２月２５日提出、由布

市長。 

 提案理由は、経過措置期間が終了したためでございます。 

 裏面をお願いします。庄内町ふるさと定住マイホーム祝金条例（平成１３年庄内町条例第

４号）は廃止する。 

 附則、この条例は公布の日から施行する。 

 続きまして、議案第５号庄内町ゆたかなふるさと定住促進条例の廃止について。庄内町ゆたか

なふるさと定住条例（平成１３年庄内町条例第２３号）は廃止する。平成２２年２月２５日提出、

由布市長。 

 提案理由は、経過措置期間が終了したためでございます。 

 裏面お願いします。庄内町ゆたかなふるさと定住促進条例を廃止する条例。庄内町ゆたかなふ

るさと定住促進条例（平成１３年庄内町条例第２３号）は廃止する。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１５、議案第６号由布市墓地、埋葬等に関する法律施行条

例の全部改正について詳細説明を求めます。環境商工観光部長。 

○環境商工観光部長（平野 直人君）  環境商工観光部長でございます。 

 議案第６号由布市墓地、埋葬等に関する法律施行条例の全部改正について。由布市墓地、埋葬

等に関する法律施行条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由でございますが、墓地を経営しようとするものの基準を強化し、墓地等の計画につい

て事前協議、標識の設置、関係住民への説明を義務づけ、相互理解の促進と墓地と周辺環境との

調和を図るためのものでございます。 

 裏面をお開きください。今回の主な改正点でございますが、第１条の目的でございます。墓地

等を経営しようとするものの基準を強化し、墓地等の計画についての事前協議、標識の設置、関

係住民等への説明を義務づけ、相互理解の促進と墓地と周辺環境との調和を図ることを目的とし

ております。 

 次に、第３条ですが、公益法人を削除しました。 

 次に、２項でございます。宗教法人で、引き続き３年以上市内に事務所を有し、継続した活動
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を行っているものということにいたしました。３項で、地縁による団体が移転、統合、拡張する

ときを削除いたしまして、協定書に規則をつくって移行していきたいと思います。 

 ４項に、山間僻地等に居住しているものを削除いたしました。 

 それから、第４条ですが、経営の許可等でございます。市長の許可が必要であることを明記を

いたしました。 

 ２項でございますが、許可をしない判断基準を明確にしました。 

 ３項は、許可に条件を付することを明記をいたしております。 

 次に５条ですが、事前協議です。事前協議を必要、必須事項として、規則に細則を規定しまし

た。 

 それから第６条ですが、標識の設置、関係住民等に関する計画内容を周知させるため、標識の

設置を規定をいたしました。 

 次に第７条ですが、説明会の開催。１項で、計画内容を直接関係住民等に説明をすることを規

定いたしました。 

 ２項として、説明会開催結果を市長に報告することを規定をいたしました。 

 第８条でございますが、関係住民との協議でございます。関係住民等が、計画者に対し意見を

述べることができることを規定しました。 

 ２項としまして、計画者に関係住民と十分に協議をすることを規定しました。 

 ３項でございますが、協議内容を市長に報告することを規定をいたしました。 

 第９条、みなし許可に係る届け出でございます。都市計画や土地改良区画整理法による認可を

もって許可とみなされた場合にも、墓地埋葬等に関する法律に基づく届け出が必要であり、その

旨を記載いたしました。 

 １０条でございますが、墓地の設置場所の基準でございます。経営をしようとするものがみず

から所有し、抵当権その他の第三者の権利を登記されてないことを規定しました。 

 ２項として、災害により移転が必要となったときの適用除外規定を設けました。 

 ３項でございますが、共同墓地や自己の親族のために設置された墓地の移転に伴い、焼骨のみ

を埋葬する墓地であれば、１００メートル以内で一定の同意が得られた場合には１００メートル

以上の規則を適用しないことを規定しました。 

 １１条ですが、墓地の施設の基準でございます。埋葬墓地と焼骨のみを埋葬する墓地として基

準を分けました。 

 それから、１２条でございますが、納骨堂の設置場所の基準です。寺院もしくは教会または墓

地の敷地内であり、みずからが所有し、かつ抵当権その他第三者の権利の登記はされてない土地

であることを規定しております。 
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 １７条ですが、経営者の講ずるべき措置。１項として、掲示板の設置を規定しました。 

 ２項として、倒伏等の恐れがあるときは速やかに安全措置を講ずるように求めています。 

 ３項として、老朽化や破損したときは速やかに修復等を行うことを求めております。 

 以上が主なものでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１６、議案第７号由布市行政組織条例の一部改正について

から、日程第１８、議案第９号由布市職員等の旅費に関する条例の一部改正についてまでの３件

について、続けて詳細説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（工藤 浩二君）  総務課長です。それでは、議案第７号由布市行政組織条例の一部改

正について詳細説明を申し上げます。 

 由布市行政組織条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、

由布市長。 

 提案理由。契約管理課を産業建設部から総務部に移すため。 

 以上でございます。 

 裏面をお願いいたします。これにつきましては、現行の第２条中の分掌事務の総務部の第２号

で議員の人事というふうになっておりますが、これは明らかに職員の誤りでありますので、当初

からの間違いと思っております。今回の改正にあわせて改めるものでございます。 

 次に、同じく第２条中の対照表の一番最後になりますが、産業建設部、現行の第１号、２号が

契約管理課の分掌事務になります。これを、総務部の第１５号及び１６号に移しかえるというこ

とで今回改正をお願いしているものでございます。 

 施行につきましては、本年４月１日としております。 

 以上でございます。 

 それでは、続きまして議案第８号由布市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正につ

いて詳細説明を申し上げます。 

 由布市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成

２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由。労働基準法の一部改正する法律の施行に伴い、時間外勤務代休時間制度の新設を行

うためでございます。 

 裏面をお願いをいたします。第９条の２の次に、９条の３といたしまして、今申しました時間

外勤務代休制度を新設を行います。追加するものでございまして、労基法の改正につきましては、

１カ月に６０時間を超える時間外勤務を行う場合、超える時間外について法定割増率が現行の

２５％から５０％に引き上げられるものでございまして、超える部分につきましては、引き上げ

た２５％部分について時間外手当にかえて有給の休暇、代休といいますが、これを与えることが
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できるという規定改正でございます。 

 この法改正によりまして、条例の所要の改正を行うものでございます。 

 第１６条第３項の改正につきましては、この改正によりまして第９条の３にさきに出てまいり

ますから、第１６条第３項におきましては削除するものでございます。 

 施行につきましては、本年４月１日としておるものでございます。 

 以上です。 

 続きまして、議案第９号由布市職員等の旅費に関する条例の一部改正について詳細説明を申し

上げます。 

 由布市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年２月

２５日提出、由布市長。 

 提案理由。派遣及び出向に伴う移転のための旅費を支給するためということにいたしておりま

す。 

 裏面をお願いをいたします。今回の改正につきましては、本年４月から国土交通省、観光庁に

職員１名を派遣研修させる予定にいたしております。その職員に対する赴任手当等支給に関して

所要の改正を行うとするものでございます。 

 第２条の定義につきましては、赴任及び扶養親族を新たに加えるものでございまして、第３条

におきまして、旅費の支給に関して、出張というところにこの赴任というのを新たに加えるもの

でございます。 

 第５条におきまして、旅費の種類に移転料、これは居所の移転に係るものでございますが、並

びに着後手当、これは赴任に伴う居所の移転に係る分でございまして、及び扶養親族移転料、赴

任に伴う家族、扶養親族の移転に関するものでございます。これを追加をするものでございます。 

 第３項におきまして、移転料の支給についてを規定をしております。 

 第４項におきまして、着後手当について規定をいたしております。 

 第５項につきましては、扶養親族移転料について規定をいたしております。 

 第８条におきましては、それぞれ旅費の額について規定をしておるところでございます。 

 第９条におきましては、移転料についての支給基準や期間等を指定をいたしております。 

 第１０条におきまして、着後手当の支給基準を規定をいたしております。 

 第１１条におきましては、扶養親族移転料の支給基準について規定をいたしているところでご

ざいます。 

 第１２条では、別表がふえますことから、これまでの別表を別表第１として、新たに別表第

２として追加をするものでございます。 

 別表第１に、ただし書きの改正につきましては、滞在費に係るただし書きでございまして、こ
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れは枠外にありましたがこれを枠内にただし書きを、滞在費に係る分ということで限定をしてす

るという意味で改正をいたしております。 

 施行につきましては、公布の日から施行をさせていただきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第１９、議案第１０号由布市使用料及び手数料条例の一部改

正について詳細説明を求めます。総務部長。 

○総務部長（吉野 宗男君）  総務部長でございます。議案第１０号について詳細説明をいたしま

す。 

 由布市使用料及び手数料条例の一部の改正について。由布市使用料及び手数料条例の一部を改

正する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由といたしまして、道路運送車両法第３４条第２項の規定に基づき、臨時運行許可申請

手数料を追加するためのものであります。 

 次ページの新旧対照表をお願いいたします。改正案の中で、下線でお示しいたしておりますけ

ども、その部分が追加となるものであります。手数料の種類といたしまして申請手数料、区分と

して臨時運行許可、金額として７５０円を追加するものであります。 

 附則、この条例は平成２２年４月１日から施行する。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第２０、議案第１１号由布市公民館条例の一部改正について

から、日程第２５、議案第１６号由布市民運動場条例の一部改正についてまでの６件について、

続けて詳細説明を求めます。教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。議案第１１号の詳細説明を行います。 

 由布市公民館条例の一部改正について。由布市公民館条例の一部を改正する条例を次のように

定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由といたしましては、地番の誤りを訂正するためでございます。 

 ページをおめくりください。現在の庄内町西長宝４２０番地につきましては、昭和５０年５月

７日国土調査の成果によりまして４１２番に合筆をされております。平成７年１２月８日、

４１２番の１、３、４に分筆をされ現在に至っておりますので、今回この地番について改正をい

たしたいものでございます。 

 次に、議案第１２号由布市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正について。由布市

立図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年

２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由といたしまして、由布市立図書館庄内分館地番の誤りを訂正し、入館の制限等を設け
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るためでございます。 

 裏面をお願いいたします。第２条の改正につきましては、先ほどの議案第１１号で説明したと

おりでございます。 

 現行の第５条にあります守秘義務につきましては、地方公務員法第３４条で既に規定をされて

おることから削除いたしました。 

 新たに５条、６条といたしまして、図書館の円滑な運営を行うために入館の制限と、損害の賠

償についての規定を加えたいものでございます。 

 附則といたしまして、公布の日から施行をいたしたいと思っております。 

 次に、議案第１３号由布市挾間健康文化センター条例の一部改正について。由布市挾間健康文

化センター条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市

長。 

 提案理由といたしまして、由布市立図書館の名称変更の際に改正ができていなかったためでご

ざいます。 

 この条例につきましては、平成２０年９月議会で由布市立図書館の管理及び設置に関する条例

改正時に名称変更を行っておりますが、その際本条例の改正が漏れておりましたので今回お願い

をいたしたいものでございます。 

 この条例につきましても、公布の日から施行をいたしたいというふうに考えております。 

 次に、議案第１４号由布市湯布院スポーツセンター条例の一部改正について。由布市湯布院ス

ポーツセンター条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由

布市長。 

 提案理由といたしましては、使用料を１時間単位に見直したいためでございます。 

 湯布院スポーツセンターの使用料につきましては、これまで半日及び１日単位としておりまし

たが、より公平な使用料といたすために１時間当たりで設定したいものでございます。 

 なお、人工芝競技場の料金につきましては、高過ぎるのではないかというような御指摘もござ

いまして、別府市の実相寺グラウンドなど類似施設の料金を比較検討する中で、１時間当たり

１,５００円といたしたいものでございます。また、市外利用者につきましても、検討の中で倍

額から２割増に変更いたしたいものでございます。 

 備考の５につきましては、宿泊利用者の利用及び宿泊利用者とともに利用する他団体の料金等

について加えるものでございます。 

 条例の施行は平成２２年４月１日からお願いしたいものでございます。 

 次に、議案第１５号由布市文化財保護条例の一部改正について。由布市文化財保護条例の一部

を改正する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 
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 提案理由として、文化財保護法の改正のためといたしております。この文化財保護法につきま

しては、平成１６年の５月に一部が改正をされておりまして、その際に文化財の定義につきまし

て文化的景観というものが加えられておりました。この法改正に伴う条例整備ができておりませ

んでしたので、今回改正をお願いするのでございます。 

 施行日につきましては、公布の日からお願いしたいと思っております。 

 議案第１６号由布市民運動場条例の一部改正について。由布市民運動場条例の一部を改正する

条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由といたしまして、由布市庄内公民館グラウンド地番の誤りを訂正し、由布市若杉運動

場の廃止及び由布市民運動場使用料の一部の見直しを行いたいためでございます。 

 別表の第１中、庄内公民館グラウンドの地番変更につきましては、先ほど議案１１号で御説明

をしたとおりでございます。 

 若杉運動場につきましては、現在運動場としての利用がなく、自治区と協議の上廃止をいたし

たいものでございます。 

 最後のページに別表第２を記載しておりますが、その中で庄内公民館グラウンドの夜間照明施

設及び湯布院テニスコートの改定につきましては、市内の同様施設との均一化を図るものでござ

います。 

 なお、条例の施行につきましては、４月１日から施行いたしたいと思っておりますが、テニス

コートにつきましては料金が値上げとなりますので、周知の必要性から７月１日から施行いたし

たいものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第２６、議案第１７号由布市乳幼児医療費助成に関する条例

の一部改正について詳細説明を求めます。健康福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（秋吉 敏雄君）  健康福祉事務所長です。議案第１７号の詳細説明をいたし

ます。 

 由布市乳幼児医療費助成に関する条例の一部改正について。由布市乳幼児医療費助成に関する

条例の一部を改正する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由としまして、乳幼児医療費の助成の上限額を見直すことにより、就学前児童への一律

な助成措置を講じるためでございます。 

 次ページをお願いいたします。条例の改正の内容としまして、第４条中１項の一部負担金の上

限枠を削るわけでございます。 

 そして、４条の２及び４条の３を削除いたします。 

 そして、５条中２項中、第４条第１項、６条中及び７条及び９条中の第４条第１項を全条と、
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それぞれ第４条に改めるものでございます。 

 この制度の内容につきましては、議員さんに資料の議案１７号ということで配付してございま

すが、現在の制度上の上限としまして四角で囲んでおる下の下文でございますが、総医療費が

４０万円約かかった場合、個人負担が２割で８万１００円というふうになってございます。これ

が、乳幼児医療費で上限で助成をされる額でございます。 

 これ以上の高医療費になりますと、計算方法で、例えば１００万円かかった場合に２６万

７,０００円というのは基礎控除でございます。定額控除でございます。それに１％を掛けまし

て、７,３３０円となってございます。 

 そして１００万円かかった場合に、個人負担が２０万円かかりますので、２０万円から限度額

の８万１００円足して、１割加算がございます。７,３３０円を足しまして、個人負担２０万円

から引きまして１１万２,５７０円が高額療養費ということで、これはそれぞれ保険に加入して

いる保険者から支払われます。 

 そうしますと、７,３３０円、１割加算がどこからも助成をされないというふうに現行の条例

ではなってございます。それで、上限額８万１００円を削除しまして、この１割加算も乳幼児医

療費として市として助成をするという改正でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第２７、議案第１８号由布市乙丸温泉館条例の一部改正につ

いて詳細説明を求めます。産業建設部長。 

○産業建設部長（佐藤 省一君）  産業建設部長です。議案第１８号につきまして説明申し上げま

す。 

 議案第１８号由布市乙丸温泉館条例の一部改正について。由布市乙丸温泉館条例の一部を改正

する条例を次のように定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由。設置目的及び施設利用料の一部改正を行うためでございます。 

 次ページお願いいたします。新旧対照表を見ていただきたいと思います。今回の改正につきま

しては、湯布院町乙丸と指定管理を結んでおります乙丸温泉館の設置目的を、実態に合わせた目

的と一般入浴者の入浴料を新たに設けるための改正でございます。 

 設置、第１条、市民の療養、休息及び治療相談並びに入浴等、市民の健康増進への寄与を目的

を改正案といたしまして、市民等の憩いや交流の場としております。 

 別表第１４条関係、入浴料、一般入浴者１回２００円を加筆いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第２８、議案第１９号由布市消防手数料条例の一部改正につ

いて詳細説明を求めます。消防本部総務課長。 
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○消防本部総務課長（平松十四生君）  消防本部総務課長です。それでは、議案第１９号について

詳細説明を致します。 

 由布市消防手数料条例の改正について。由布市消防手数料条例の一部を改正する条例を次のよ

うに定める。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由といたしまして、大分県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の施行

に伴い、条例の改正を行う必要ができたためでございます。 

 次のページお願いします。内容といたしましては、第３条中、別表第１及び別表第２を別表第

１、別表第２及び別表第３に改める。別表第２の次に次の１表を加えるということで、別表第

３につきましては区分、単位、金額と分けております。 

 火薬類譲渡許可については１件当たり１,２００円、火災類譲受消費許可については１、火工

品のみ許可については１件２,４００円、２以外の許可については、１として申請に係る火薬類

の数量は２５グラム以下の場合には１件３,５００円、２５グラム以上については１件６,９００円、

煙火消費許可については１件７,９００円となっております。 

 附則、この条例は平成２２年４月１日から施行したいと思っております。よろしくお願いしま

す。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第２９、議案第２０号市道路線の認定（岳本湯の坪線）につ

いて詳細説明を求めます。産業建設部長。 

○産業建設部長（佐藤 省一君）  産業建設部長です。議案第２０号につきまして説明いたします。 

 市道路線の認定（岳本湯の坪線）について。市道路線を次のように認定したいので、道路法第

８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

 路線名、岳本湯の坪線。起点、由布市湯布院町川上１４９２番１地先。終点、由布市湯布院町

川上１５３０番６地先。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由といたしましては、市道認定の請願採択にあった里道を市道として管理するためでご

ざいます。 

 この路線につきましては、平成２１年第３回定例会で市道認定の採択を受けているものでござ

います。路線延長につきましては３５２.６メーターとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３０、議案第２１号竹田市と由布市との証明書等の交付等

に係る事務の委託に関する協議について詳細説明を求めます。総務部長。 

○総務部長（吉野 宗男君）  総務部長でございます。議案第２１号について詳細説明をいたしま

す。 

 竹田市と由布市との証明書等の交付等に係る事務の委託に関する協議について。地方自治法第
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２５２条の１４第１項の規定に基づき、証明書等の交付等に係る事務を次の規約により竹田市と

の間で相互に委託する協議について、同条第３項の規定により議会の議決を求める。平成２２年

２月２５日提出、由布市長。 

 提案理由につきましては、証明書等の交付等の事務を竹田市との間で相互に委託して実施する

ためであります。 

 この事業につきましては、既に７市２町で実施をいたしておりまして、新たに竹田市が加わる

ものでございます。 

 委託事務の範囲につきましては、次ページの第２条に掲載をいたしております。 

 附則、この規約は平成２２年７月１日から施行する。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３１、議案第２２号平成２１年度由布市一般会計補正予算

（第７号）について詳細説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（長谷川澄男君）  財政課長です。それでは、補正予算の詳細説明をする前に、本日お

配りをいたしました平成２１年度３月補正予算の関連資料、これでちょっと概要説明をさせてい

ただきます。よろしゅうございますか。 

 まず１ページ目では、３月の補正予算ということで予算の概要、それから予算額、歳入で主な

もの、それから歳出で主なものというのを一応列記しております。特に、今回は市長の提案理由

もございましたけど、きめ細かな臨時交付金が創設された予算、この分が大きく影響しておりま

す。 

 次に、３ページ目をお開き願いたいと思います。そのきめ細かな臨時交付金の概要について、

この表で載せてございますが、要は国の予算上では５,０００億円ですよと。そのうち、第１次

交付額としまして９割の４,５００億円、それから残りが５％分てことで５００億ございますと。

この５００億については、第１次交付分の中で事業効果が高いもの、これが認められるというも

のについて配分するというふうにされております。 

 この交付金でございますが、これまでの交付金と違いまして一番下に、その４番の使途のとこ

ろの一番下の段にも書いてございますが、公共施設等の修繕費等にも充当可能とされております

ことから、次のページをお開きしていただきたいんですが、今回補正予算の中に組み込んでおり

ますきめ細かな臨時交付金の予算措置の一覧表ということで、市庁舎の分から学校の関係、それ

から道路関係、林道等について、もろもろそれぞれごとに載せております。 

 今回、その中で一番下に、きめ交第１次額ということで合計が出ておりますが、１億８,６７１万

７,０００円ということで由布市の場合内示をいただいております。 

 実施設計では、この計画を上回った金額となっておりますが、この理由につきましては総計の
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上の段にございますが無電柱化事業と、この事業が入っていることが理由となっております。 

 この無電柱化事業につきましては、地元の区長さん、それから自治委員さんから無電柱化につ

いての要望が出されまして、これまでも湯の坪街道につきましては交通社会実験の実施、それか

ら景観問題など等に取り組んできたという経緯がございます。 

 このような状況におきまして、今回の臨時交付金が電柱の地中化事業等が対象となっておると

いうことから、湯の坪街道の一部を道路環境それから景観の向上の実験事業ということで実施設

計に上げた次第でございます。したがいまして、この分が残り５００億円の事業効果が高いと認

められる事業に採択されるかどうかは、現時点ではまだ未定となっております。 

 それから、もう１点が公共投資の臨時交付金でございますが、前回１２月ではっきりしてない

ということで減額したわけですが、このたび内示ございまして４,７５７万１,０００円という内

示をいただきました。 

 当初予定していた金額よりもかなり下がったわけでございますが、この理由といたしましては、

これまでの臨時交付金の算定方法が普通交付税の基準財政需要額等に基づく算定方法でございま

したが、今回はうずまき率を乗じた方法ということであったり、前政権時の交付金であったこと

から一部執行停止がかかった。それから、臨時交付金の対象となる事業が由布市において少なか

ったということが考えられるというふうに私どもは判断しております。 

 この交付金の取り扱いにつきましては、今回の補正予算にも計上しておりますが、今年度は地

域振興基金に積み立てをしまして、翌年度の公共投資事業に充当したいと考えているとこでござ

います。 

 それでは、早速予算書のほうの説明に入らせていただきます。 

 議案第２２号平成２１年度由布市一般会計補正予算（第７号）。平成２１年度由布市一般会計

補正予算（第７号）は次に定めるところによるということで、まず歳入歳出予算の補正でござい

ますが、第１条は歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１,９５８万９,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６５億５,９６３万６,０００円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出の金

額は第１表歳入歳出予算補正による。 

 次が、繰越明許費の補正でございますが、第２条、繰越明許の追加は第２表繰越明許費補正に

よる。 

 次は、債務負担行為の補正ということで、第３条債務負担行為の追加及び廃止は第３表債務負

担行為補正による。 

 地方債の補正ということで、第４条、地方債の変更は第４表地方債補正による。平成２２年

２月２５日提出、由布市長。 
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 それでは、９ページですかね、繰越明許費の補正の説明をさせていただきます。先ほどの関連

資料というふうにお話しましたけど、それの一番最後のページに、７ページになりますが繰り越

しをした説明書、理由についても一応一覧表に載せてございます。 

 金額的にはかなり多くなりまして、８億３,７００万円ちょっと、それから件数で２７件とい

うふうになっております。大きくなりました理由につきましては、先ほど申し上げましたがきめ

細かな臨時交付金の補正予算の計上ということで、それが多くなった原因となっております。 

 そのようなことから資料をつけてございますので、個々の事業についての逐一の説明について

は省かせていただきます。 

 それから、１１ページにまいりまして、第３表の債務負担行為の補正でございます。追加分と

しまして、庁舎及びその他の市有施設の清掃警備等維持管理業務委託ということで、期間としま

しては２２年度中、限度額は５,６０１万３,０００円ということでございます。 

 これにつきましては、毎年この３月時にこの補正をお願いしているわけなんですが、要は４月

１日からすぐに業務開始する必要があるということから、３月中に新年度に向けての手続を進め

る必要があるということから、債務負担の行為を設定するものでございます。 

 次１２ページでございますが、債務負担行為の補正の開始ということで、事項につきましては

経営構造対策事業補助金平成２１年度分ということで、期間が平成２２年度から平成３５年度ま

で、限度額は１億８,９９７万１,０００円となっております。 

 これを廃止するということにつきましては、先ほど全員協議会でも御説明をいたしましたが、

要は市は支払い督促という手段をとれば、仮に配当がなくても市は債権回収の努力義務を果たし

たということで、それ以上のことは要求しないというのが現時点での国、県の実態といいますか

見解ということから、それとこれに基づきまして担当課もこの手続を進めておるということで、

最悪のケースでも対処可能と判断をいたしまして債務負担行為の廃止をするものでございます。 

 次が１３ページでございますが、地方債の補正ということで変更でございます。起債の目的と

しまして、今回２つ合併特例債事業債、それから過疎対策事業債ということで、この分の補正前

と補正後となっております。 

 合併特例債事業債では、１億５,５７０万円の減額、過疎債で３８０万円、合計で１億

５,９５０万円の減額となっております。 

 次に、１７ページの事項別明細のほうに移らせていただきます。 

 まず、２款の歳入でございますが、この中で１項の市税、これにつきましては１款の市民税か

ら７款の入湯税まで、これまでの調定額、それから収納率、今後の見込み額等を推計しまして今

回の補正予算額となっております。 

 次に、３款の利子割交付金から８款ですね、何ページになるんですかね、１９ページですか。
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８款の自動車取得税交付金までは、県からの交付金の見込み額の資料に基づきまして調整を行い

ました。結果、ごらんのような補正額となっております。 

 それから、この中で株式等の譲渡所得割、それから自動車取得税の交付金が増額となりまして、

減額としましては利子割、配当割、地方消費税、ゴルフ場利用税の交付金が減となっております。 

 それから、１３款の分担金及び負担金でございますが、この中で分担金につきましては農林水

産業分担金ございますが、全部この３つともすべて補助対象事業の見込がついたということによ

る減額でございます。 

 それから、大きなもので申しますと、次の２１ページに移らせていただきまして１５款の国庫

支出金。この中で１項の国庫負担金ございますが、国庫負担金についてはもうすべて補助対象事

業の減額見込みに伴う減額ということでございます。 

 ２項の国庫補助金、ちょうど２１ページの一番下でございますが、この中で補助金が総額で、

この特定防衛施設周辺整備事業の補助金でございますがこれ総額で９,０００万円ということで、

その中で９月補正で５５％の４,９５０万円を計上いたしまして、今回米軍の訓練が実施された

ということで残りの４５％分、４,０５０万円を交付されるということで予算措置したものでご

ざいます。 

 それから、これ以外の総務費の国庫補助金については、先ほど説明いたしました公共投資臨時

交付金、それからきめ細かな臨時交付金が主なものとなっております。 

 それから、民生費の国庫補助、土木費の国庫補助につきましても、いずれも補助対象事業の減

額見込によるものでございます。 

 ２２ページの一番下の教育費の国庫補助金につきましては、公立学校の施設整備事業の補助金

ということでこの分が増となっておりますが、学校の給食センター建設、それから由布川幼稚園

建設に伴うもので、補助対象事業の増によるものでございます。 

 それから、次のページに移りまして２３ページの消防費、６目の消防費の国庫補助金でござい

ますが、ここで防災情報通信施設整備事業交付金６６７万５,０００円でございますが、これは

通称Ｊアラートと申しまして、全国一斉に瞬時に警報装置を整備するというための補助金でござ

います。 

 それから、１６款の県支出金でございますが、これについては１項の県負担金、２項の県補助

金、３項の委託金、いずれも補助事業の見込がついたということによりまして増額または減額と

なっております。 

 この中で、２４ページの４目の農林水産業の県補助金の中で、下から２番目の企業等農業参入

推進事業補助金２２４万円減額となっておりますが、これは例のパプリカ栽培に絡む分でござい

ますが、県のほうが未実施ということで今年度は取り下げを行い、２２年度で新たに交付という
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形になっております。 

 それから、２８ページでございますが、１８款の寄附金でございます。この中で、一般寄附

１２万９,０００円、それからふるさと納税寄附金が２１１万９,０００円、まちづくり支援自動

販売機の寄附金ということで２７万９,０００円となっております。 

 一般寄附については２名の方、それからふるさと納税については９名の方から寄附をいただい

たということになっております。 

 それから、２目の指定寄附につきましては特別寄附ということで、歳出のほうで後ほど出てま

いりますが、庄内養護学校の校長官舎跡地購入ということで２８７万４,０００円の特別寄附と

なっております。 

 それから、１９款の繰入金につきましては、一番主なものは財政調整基金、この分が１,５８４万

１,０００円ということで減額となっております。これにつきましては、今回の補正で歳入歳出

調整を行った結果、この分を繰入金を減額したということでございます。 

 それから、３０ページに移りまして、２１款の諸収入の５項の雑入でございますが、この中で

３０ページの一番上にございますが、雑入の農政課につきましては１,２２６万２,０００円の減

額となっておりますが、これについては国の政策の見直しによりまして農地確保、利用支援事業、

それと農地集積加速化促進事業、この分が減額となったことによるものです。 

 それから、３目の弁償金につきましては、防災行政無線の判決に伴います沖電気からの返還金

となっております。これが１,８５８万３,０００円ということでございます。 

 ２２款の市債につきましては、総額で１億５,９５０万円の減額ということで、起債対象事業

の実績見込がほぼついたということによる調整でございます。 

 次に、歳出に移ります。 

○議長（渕野けさ子君）  ここで暫時休憩いたします。再開は１４時１０分といたします。 

午後１時58分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時11分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開いたします。 

 財政課長、引き続きお願いします。 

○財政課長（長谷川澄男君）  それでは、引き続きまして歳出の御説明をさせていただきます。 

 まず、２款の総務費の中で１目の一般管理費でございますが、今回補正額ということで減額と

なっております。これにつきましては、観光庁に派遣する職員の費用、経費ですね。それから、

県の派遣職員が早期退職されたということで人件費の負担金が減額ということ、それから２２節

の賠償金につきましては、議案第１号に伴いますところの賠償金が主なものとなっております。 
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 それから、５目につきましては財産管理費でございますが、ここで修繕費と次のページの工事

請負費で増額となっておりますが、これは先ほどお話しましたように、きめ細かな臨時交付金に

よりますところの庁舎等の改良事業で増となったものでございます。 

 次に、３３ページの企画費でございますが、ここで主なものを申しますと、負補交の共聴施設

整備事業の補助金が８８３万７,０００円減額ということでございますが、これは共聴施設の整

備事業費がほぼ固まったことによるということで減額となっております。 

 それから、３４ページに移りまして９目の地域振興費でございますが、先ほどＳＡＣＯ予算の

ことを御説明いたしましたが、４５％分の４,０５０万円が追加交付されるということで、

１７節の公有財産購入費で土地購入費が上がっておりますが、由布市の土地開発公社が所有して

おります下湯平の用地を市が購入するというものでございます。 

 それから、３６ページに移りまして、２款の総務費の中で４項の選挙費についてでございます

が、これにつきましては１目からずっとすべての選挙費全部についてでございますが、ほぼ実績

見込がついたということによる減額でございます。 

 それから、３款の民生費に移ります。４１ページで障害者福祉費、これについては６９９万

５,０００円の減額となっておりますが、この中で負補交のところで移行時運営安定化事業

５７４万円減額となっておりますが、これ一応２つの施設で市が該当するんではなかろうかとい

うことで、県から指導を受けて補正予算をいたしたとこですが、補償単位等において要件に該当

しなくなったということから減額をするということでございます。 

 ４目の国保の分につきましては、国保会計の歳入で普通調整交付金が減額になったということ

から、一般会計の繰り出しを減額するものでございます。普通調整交付金が国保のほうが増額に

なったということで、一般会計の繰出金を減額をするものです。 

 それから、６目の後期高齢者医療の事務費につきましては、広域連合の事務費の負担金の減額

に伴うものでございます。 

 それから、７目の介護保険につきましては、地域介護福祉空間整備補助金事業この分で補助金

を申請しましたグループホームが施設改修を行ったということで、それまで面積要件でこの補助

金を受けて整備すべきところでありましたが、改修を行ったことで要件を満たさなくなったとい

うことで、これに伴う補助金の減額でございます。 

 それから、次の２項の１目児童福祉総務費については、１３節の委託料にシステム開発業務と

いうことで４６６万７,０００円増額となっておりますが、これは子ども手当制度の創設に伴い

まして、システム開発委託と児童扶養手当の減額というものが主なものとなっております。 

 次に、４３ページに移りまして２目の児童運営費でございますが、ここで補正額が１,３６８万

９,０００円の減額となっておりますが、１９節の負補交で保育所等施設整備事業の補助金とい
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うことで１,１４０万２,０００円減となっております。 

 これにつきましては、補助金で事業実施をする予定であった事業施設のほうから延期の申し出

があったということで減額するものでございます。 

 それから、次が４６ページに移ります。４款の衛生費にいきまして、一番上段でございますが、

４款３項１目の上水道施設費これが７００万７,０００円減額となっておりますが、上水の特別

会計この分の繰り出しの減額でございまして、理由としましては川北の水源地の周辺整備工事、

これを２２年度に行うということに伴う減額でございます。 

 それから、３目の農業振興費でございますが２,３０４万８,０００円の減額となっております

が、これにつきましては、さっきもちょっとお話しましたけど農地確保利用支援事業の補助金、

それから農地集積加速化促進事業の補助金、これが減額となっております。国の政権交代等によ

りまして、予算凍結ということで減額となったということと、企業等の農業参入推進事業の補助

金、これが３３６万円減額となっております。 

 それから、５目の農地費でございますが、この分については１３節の委託料で実施設計書作成

業務１,３３８万円減額となっております。これについては、事業計画の変更が生じたというこ

とでこの分が減額ということと、あと４９ページの負補交のところに県営農免農道整備事業負担

金ということが、この事業が１,７５０万円増額となっております。 

 これについては、県の基幹農業整備事業で実施をしております長宝二期地区の工事、これを

２２年度の分を前倒しをするということになったことに伴いまして増となっております。 

 それから、４５ページの一番下が６款２項２目の林道事業費でございますが、これで２,９８７万

９,０００円増となっておりますが、これは主に先ほど申しましたきめ細かな臨時交付金で、林

道整備事業を実施するための増額が主なものでございます。 

 それから、７款に移りまして商工費でございますが、この中で７款１項２目の商工振興費

２８４万７,０００円につきましては、ふえた理由は負補交の上段にございますけど、中小企業

者の利子補給の補助金とこの分が件数が増加してるということで増額となっております。 

 それから、３目観光費につきましては、次のページにございますが工事請負費が減額になった

ということで、これは由布川峡谷の階段改修工事の減額ということでございます。 

 それから、８款に移りまして土木費の中で８款２項１目の道路維持費、それから２目の道路新

設改良費、これいずれも補正で３,０００万円、それから１億９５万円ということでかなり大き

く増額となっております。 

 道路維持費でございますが、きめ細かな臨時交付金で緊急車両対策ということで路肩拡幅等を

実施するという工事請負費と、あとさっき資料にもございましたけど、道路維持ということでき

め細かな交付金事業で実施する事業と、あとこれまで国の補助金、それから過疎債事業、防衛事
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業等で行っております事業の今年度の事業実績の見込がついたということで、このきめ交と事業

実績の合算した額で１億９５万円の増となっております。 

 それから、一番下の５２ページ、一番下でございますが、８款４項１目の都市計画総務費につ

きましては、都市計画図修正業務、それから水位対策の水路改修工事等の減額によりまして

６６７万８,０００円の減となっております。 

 それから、５４ページに移りまして住宅費でございますが、８款６項１目の住宅管理費

８６４万７,０００円の減額につきましては、岳本の住宅の高架水槽工事、これの減額によるも

のが主なものでございます。 

 それから、５５ページの災害対策費につきましては１,４１１万８,０００円の増額となってお

ります。これは、先ほどもちょっとお話しましたが、工事請負費で１,４１７万円増ということ

で、国が防災の情報通信整備事業で全国一斉に受信、それから津波、ミサイル情報等を国民に瞬

時に伝達するための整備をするとされたことから、それを実施するための予算となっております。 

 それから、５８ページの１０款の教育費に移りまして、２項小学校費１目の学校管理費につき

ましては、主なものとしましては小学校の施設整備ということできめ細かな臨時交付金で実施す

る分で増となっております。 

 ３項の中学校につきましても、中学校費につきましても８９３万３,０００円増となっており

ますが、同じく臨時交付金の事業実施に伴うところの増でございます。 

 それから、次の６１ページにいきまして幼稚園費でございますが、これにつきましては、

４,８６７万５,０００円の減額となっております。幼稚園につきましても、きめ細かな臨時交付

金で事業を行うんですが、これとは別に由布川幼稚園の改築事業のほうの見込がついたというこ

とで、これでトータルしました結果約４,８００万円の減額となっております。 

 それから、６２ページに移りまして、１０款５項１目の学校給食費でございますが、ここで

５８０万９,０００円減額となっております。これは、減額になった主な理由につきましては賃

金が大きな要因となっております。当初予算で計上した際は、これまでの給食センターの人員、

それから金額等の条件によりまして積算をしておりましたが、８月ですか、新給食センターの稼

動実績によりまして減額が見込まれるということから、今回減額の予算を計上いたしております。 

 それから、６４ページの６項の社会教育費でございますが、この中で１目の社会教育総務費

１５６万円増額となっております。これにつきましては、右側の１７節の公有財産購入費で土地

購入費２８７万５,０００円が新規となっておりますが、さっきの寄附金に対応するものでござ

いまして、旧県立庄内養護学校校長官舎跡地の購入というものの内容となっております。 

 それから、公民館費につきましては３,３００万円程度増となっておりますが、きめ細かな臨

時交付金事業によりますところの増額でございます。 
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 それから、６６ページの１１款災害復旧費に移りまして、農業用施設災害復旧費４,９３６万

７,０００円の減額となっておりますが、これはことしといいますか今年度災害が余りなかった

ということと、事業費にほぼめどがついたということによりますところの減額でございます。 

 それから、１３款の諸支出金でございますが、１項普通財産取得費の１目土地取得費につきま

しては、土地開発公社の所有しております下湯平の用地の簿価額と防衛のＳＡＣＯ予算で実施す

る補助対象額とで価格に差が出たということから、防衛の対象とならない金額につきましてこの

２,３７０万６,０００円を補助金ということで支出するものでございます。 

 それから、次の基金費に移りましては、５,０４７万円の増額となっております。これは、各

基金の利子の積み立てと、６８ページのちょうど真ん中辺にございますが、地域振興基金

４,７５７万４,０００円増額となっておりますが、これは公共投資臨時交付金が今回この金額

４,７５７万１,０００円交付されるということで、この分を地域振興基金として積み立てをする

というものでございます。 

 歳出の説明については以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３２、議案第２３号平成２１年度由布市国民健康保険特別

会計補正予算（第２号）から、日程第３５、議案第２６号平成２１年度由布市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）までの４件について、続けて詳細説明を求めます。健康福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（秋吉 敏雄君）  健康福祉事務所長でございます。では、議案第２３号布市

国民健康保険特別会計の補正予算の御説明を申し上げます。 

 平成２１年度由布市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。歳

入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,１０３万１,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４１億５,０３６万５,０００円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２２年２月２５日提出、由布市長でございます。 

 ７ページをお願いをいたします。歳入の主な補正としまして、療養給付費等の負担金の財源で

あります５款の国庫支出金、７款の前期高齢者交付金等は、決算見込に伴いましてそれぞれ増額

をしてございます。 

 そして、１３款の繰入金でございますが、一般会計繰入金等の額で１,３５０万円を減額をし

てございます。これ交付金の増によるものでございます。 

 １１ページの歳出でございますが、３款後期高齢者支援金等でございますが、金額の確定によ

ります減額でございます。 

 １３ページをお願いいたします。１１款諸支出金の償還金でございますが、平成１８年度及び

平成１９年度分の調整交付金等の過年度精算の返還金でございます。 
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 以上でございます。 

 続きまして、議案第２４号平成２１年度由布市老人保健特別会計補正予算（第２号）の説明を

いたします。 

 平成２１年度由布市老人保健特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。歳入歳

出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２,３０７万２,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,６０６万１,０００円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 ５ページをお願いいたします。歳入としまして、１款１項の支払い基金交付金は、医療費の精

算を見込んで減額をしております。 

 ２款の国庫支出金及び３款の県支出金におきましては、平成２２年度において精算し負担をす

るということになりましたので、それぞれ予算の減額をしているところでございます。 

 ６ページをお願いいたします。１款１項の医療費でございますが、医療費の精算見込額

２,３０７万２,０００円を減額をしているところでございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第２５号平成２１年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号）の説明を

いたします。 

 平成２１年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号）は次に定めるところによる。歳入歳

出予算。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９,７５１万５,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３億３,８２６万１,０００円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は第１表歳入歳出予算補正による、平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 ７ページをお願いいたします。歳入の主な補正額としまして、保険給付費の財源であります

３款国庫支出金、４款の支払基金交付金、５款の県支出金等は、交付決定に伴いまして予算計上

をしているところでございます。 

 また、保険給付費の増額によりまして、介護保険料の不足が予想されるために、介護保険給付

金の準備金から７款繰入金７,９１７万７,０００円を追加するものでございます。 

 １１ページをお願いいたします。歳出の補正額につきましては、１款の総務費は不用額をそれ

ぞれ減額するものでございまして、１２ページの２款の保険給付費は、介護サービス費等の支出

見込みの増によりましてそれぞれの項において増額補正をしているところでございます。 

 ４款の基金積立金でございますが、２８万２,０００円を積み立てするものでございます。 

 以上でございます。 
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 続きまして、議案第２６号平成２１年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の

説明をいたします。 

 平成２１年度由布市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,０６３万

６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６,８２５万５,０００円と

定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 ５ページをお願いいたします。歳入でありますが、１款の後期高齢者医療と、保険料でござい

まして、特別徴収保険料と普通特別徴収保険料の更正と、特別徴収保険料の軽減措置の改正によ

って保険料の減額が主なものでございます。 

 ６ページの歳出でございますが、２款の後期高齢者医療広域連合会納付金１,０３５万

４,０００円の減額でございますが、歳入の後期高齢者医療保険料の減額に伴いまして見込みの

減額でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３６、議案第２７号平成２１年度由布市簡易水道事業特別

会計補正予算（第３号）について詳細説明を求めます。産業建設部長。 

○産業建設部長（佐藤 省一君）  産業建設部長です。議案第２７号につきまして説明を申し上げ

ます。 

 平成２１年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）。平成２１年度由布市簡易水道

事業特別会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４９３万３,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７,１３２万３,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 ５ページをあけていただきたいと思います。歳入といたしましては、２款使用料及び手数料の

水道使用料金滞納繰越分１５０万円の増と、収入増額に伴いますところの５款繰入金、基金繰入

額を７０８万３,０００円減額しているのが主な内容でございます。 

 ６ページをお願いいたします。次に歳出でございますが、１目総務管理費で４９３万３,０００円

の減額しております。内容といたしましては、年末年始間の期間等による時間外手当３２万

９,０００円の増と、委託料につきましては入札減等による減額でございます。 

 以上で説明を終わります。 
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○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３７、議案第２８号平成２１年度由布市農業集落排水業特

別会計補正予算（第４号）について詳細説明を求めます。環境商工観光部長。 

○環境商工観光部長（平野 直人君）  環境商工観光部長です。議案第２８号について詳細説明を

行います。 

 平成２１年度由布市農業集落排水業特別会計補正予算（第４号）。平成２１年度由布市農業集

落排水業特別会計補正予算（第４号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１万円を追加し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ１億２,０８３万４,０００円と定める。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は第１表歳入歳出予算補正による。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 ５ページをお開きください。歳入でございますが、５款１項２目の利子配当金でございまして、

基金の金利が１万円ついたということでございまして、次の６ページで歳出でございますが、そ

の１万円を一般管理費の積立金に１万円を行うものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３８、議案第２９号平成２１年度由布市健康温泉館事業特

別会計補正予算（第３号）について詳細説明を求めます。健康福祉事務所長。 

○健康福祉事務所長（秋吉 敏雄君）  健康福祉事務所長です。議案第２９号の説明をいたします。 

 平成２１年度由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第３号）でございます。平成２１年度

由布市健康温泉館事業特別会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１３６万６,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,０９７万円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 ５ページをお願いいたします。歳入でございますが、売上金収入を４万６,０００円追加いた

しまして、２款の繰入金を１４１万２,０００円、一般会計からの繰入金を減額しているところ

でございます。 

 次の６ページでございます。歳出でございますが、一般管理費と施設管理費、施設管理費は

５万１,０００円増額をしてございますが、計１３６万６,０００円を減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第３９、議案第３０号平成２１年度由布市公共下水道事業特

別会計補正予算（第２号）について詳細説明を求めます。産業建設部長。 

○産業建設部長（佐藤 省一君）  産業建設部長です。議案第３０号につきまして説明申し上げま
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す。 

 平成２１年度由布市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）。平成２１年度由布市公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,１６７万４,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は第１表歳入歳出予算補正による。平成２２年２月２５日提出、由布市長。 

 ５ページをお願いいたします。歳入につきましては、公共下水道の利子の確定によりまして利

子及び配当金に２,０００円を増額いたしております。 

 ６ページをお願いいたします。歳出では、公共下水道基金に２,０００円に積み立てるもので

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、日程第４０、議案第３１号平成２１年度由布市水道事業会計補正

予算（第３号）について詳細説明を求めます。産業建設部長。 

○産業建設部長（佐藤 省一君）  続きまして、議案第３１号につきまして説明申し上げます。 

 平成２１年度由布市水道事業会計補正予算（第３号）。総則、第１条、平成２１年度由布市水

道事業会計の補正予算（第３号）は次に定めるところによる。 

 ５ページをあけていただきたいと思います。まず、収益的収入から説明申し上げます。 

 １項の営業収益１目の給水収益の水道料金３８６万５,０００円の減につきましては、決算見

込による水道料金の減額です。３目その他営業収益につきましては、アパート等の新築による加

入負担金が増額となっております。 

 ２項の営業外収益２目他会計補助金は、消火栓修理４基分でございます。 

 ６ページをお願いいたします。支出といたしましては、第１項の営業費用１目原水及び上水費

でございますが、１００万円の減につきましては、水道使用水量の減によりまして取水ポンプ運

転稼働時間が減少したための減額でございます。予備費で調整をいたしております。 

 次に、資本的収入でございますが、５項他会計補助金７４１万２,０００円の減額となってお

ります。２１年度事業で計画をしておりました川上水源地周辺整備といたしまして、分筆測量、

管理道整備等の計画が登記事務に時間を要しておりますので、２２年度予算で組み替えをするた

めの減額でございます。 

 ８ページをお願いいたします。資本的支出といたしましては、委託料、請負工事費につきまし

ては入札減及び２２年度組替による減額でございます。 

 １ページをお願いいたします。収益的収入及び支出、第２条、平成２１年度由布市水道事業会
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計予算（以下「予算」という）第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正す

る。 

 第１款、水道事業収益。補正予定額１３万７,０００円、計４億９,８７９万２,０００円。 

 第２款、水道事業費。補正予定額１３万７,０００円、４億９,８７９万２,０００円。 

 資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書き中、「不足する額１億８,５３８万

４,０００円は」を「不足する額１億７,６８６万１,０００円は」に、「過年度分損益勘定留保

資金１億６,５３８万４,０００円」を「過年度分損益勘定留保資金１億５,６８６万円」に改め、

資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 第３款、資本的収入。補正予定額、減額の７４７万８,０００円、計４,６６７万２,０００円。 

 次ページお願いいたします。第４款、資本的支出、補正予定額１,６００万２,０００円。計

２億２,３５３万２,０００円。 

 他会計からの補助金、第４条、予算第８条中７,３８１万円を６,６８０万３,０００円に改め

る。 

 第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は次のとおりとする。平成

２２年２月２５日提出、由布市長。 

 以上でございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ここで暫時休憩いたします。再開は１５時といたします。 

午後２時49分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時00分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（渕野けさ子君）  お諮りします。本日の会議はここまでにとどめ延会にいたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会することに決定いたし

ました。 

 なお、次回の本会議は、明日２６日午前１０時から引き続き議案の詳細説明を行います。本日

はこれにて延会します。大変に御苦労さまでした。 

午後３時01分延会 

────────────────────────────── 


